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長
野　

一
九
一
〇
年
の
「
純
日
本
種
狼
」

　
　
　

は 

じ 

め 

に

　

ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
は
、
最
新
の
「
環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト 

２
０
２
０
（
絶

滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
生
物
の
種
の
リ
ス
ト
）」
で
は
「
絶
滅
（
Ｅ
Ｘ
）
―

我
が
国
で
は
す
で
に
絶
滅
し
た
と
考
え
ら
れ
る
種
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
位
置
づ

け
ら
れ
、『
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク 

２
０
１
４
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
）
で
は
次
の

よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�

オ
オ
カ
ミ
（C

anis lups

）
の
小
型
の
亜
種
で
、
本
州
、
九
州
、
四
国
の

山
地
に
生
息
し
て
い
た
ら
し
い
が
、
一
九
〇
五
年
一
月
に
奈
良
県
鷲
家
口

で
捕
獲
さ
れ
た
若
い
オ
ス
を
最
後
に
本
亜
種
と
確
認
で
き
る
個
体
の
記
録

は
な
い
。
こ
の
後
ま
も
な
く
絶
滅
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
（C

anis lupus hodophilax

）
の
最
後
の
確

認
事
例
は
、
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
一
月
、
奈
良
県
吉
野
郡
小
川
村
鷲
家

口
（
現
東
吉
野
村
）
で
の
こ
と
と
さ
れ
る
。
こ
の
時
捕
獲
さ
れ
た
オ
ス
の
個

体
は
、
ア
メ
リ
カ
人
採
集
家
Ｍ
・
Ｐ
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（M

alcolm
 Playfair 

A
nderson

）
に
よ
っ
て
八
円
五
〇
銭
で
買
い
取
ら
れ
、
出
資
者
で
あ
る
第

一
一
代
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
公
爵
（H

erbrand A
rthur Russell

）
の
手
に
渡
っ

た
。
そ
の
後
、
標
本
は
大
英
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在
は
大
英
自
然
史
博
物

館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
が
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
絶
滅
に
関
す
る
通
説
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
鷲

家
口
の
事
例
か
ら
五
年
後
の
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）、
福
井
市
内
で
「
日

本
産
の
狼
」
と
鑑
定
さ
れ
た
個
体
が
あ
っ
た
。
当
時
、
一
般
に
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ

ミ
は
ま
だ
絶
滅
し
た
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が（

（
（

、
や
は
り

街
中
で
の
出
現
例
は
非
常
に
珍
し
く
、
ま
た
幼
児
が
咬
ま
れ
る
被
害
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
他
府
県
の
新
聞
で
も
報
じ
ら
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
た
。

　

本
稿
の
目
的
は
、こ
の
時
福
井
に
現
れ
た
オ
オ
カ
ミ
（
以
下
、便
宜
的
に
「
福

井
オ
オ
カ
ミ
」
と
称
す
る
）
の
関
連
資
料
を
総
覧
し
、
出
現
の
経
緯
や
そ
の
後

の
取
り
上
げ
ら
れ
方
を
整
理
す
る
こ
と
に
あ
る
。
た
だ
し
、
筆
者
は
動
物
学
的

一
九
一
〇
年
の
「
純
日
本
種
狼
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
「
最
後
の
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
」
を
め
ぐ
る
論
争
と
資
料
―

長　

野　

栄　

俊
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な
考
察
を
行
う
能
力
は
持
た
な
い
た
め
、
福
井
オ
オ
カ
ミ
の
種
を
特
定
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
く
。

　
　
　

一　

福
井
オ
オ
カ
ミ
が
注
目
を
集
め
る
ま
で

　

明
治
時
代
の
末
に
福
井
オ
オ
カ
ミ
が
捕
殺
さ
れ
て
以
降
、
長
ら
く
こ
の
事
実

が
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
再
び
脚
光
を
浴
び
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、
半
世
紀
後
の
一
枚
の
写
真
の
発
見
で
あ
っ
た
。
ま
ず
は
そ
の
経

緯
を
た
ど
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
い
。

（
一
）
一
九
六
一
年
一
二
月
、
写
真
の
発
見

　

昭
和
三
六
年（
一
九
六
一
）

一
二
月
五
日
、『
福
井
新
聞

（
夕
刊
）』
は
「
貴
重
な
写
真

集
を
寄
贈　

武
生
市
の
野
路

氏
が
福
井
歴
史
館
へ
」
と
見

出
し
を
打
ち
、
寄
贈
さ
れ

た
写
真
の
中
に
「
福
井
に
現

わ
れ
た
オ
オ
カ
ミ
と
い
わ
れ

る
動
物
の
写
真
」［
写
真
一
］

が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
報

じ
た
。

　

寄
贈
者
の
野
路
定
吉
は
、

明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）

福
井
市
佐
佳
枝
中
町
（
現
福
井
市
順
化
一
丁
目
）
に
野
路
写
真
館
を
開
業
し
、

昭
和
一
七
年
頃
ま
で
写
真
師
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
と
い
う（

（
（

。

　

記
事
本
文
は
「
明
治
時
代
に
福
井
に
オ
オ
カ
ミ
が
現
わ
れ
大
騒
ぎ
に
な
り
射

殺
し
た
が
、そ
の
オ
オ
カ
ミ
の
写
真
も
あ
る
」
と
す
る
一
方
、見
出
し
に
は
「
福

井
で
射
殺
の
オ
オ
カ
ミ
？
も
」
と
小
さ
く
疑
問
符
を
付
し
て
お
り
、
ま
た
別
の

箇
所
で
も
「
オ
オ
カ
ミ
の
可
能
性
も
大
き
い
」
と
し
て
可
能
性
の
指
摘
に
と
ど

め
て
い
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
写
真
の
動
物
は
オ
オ
カ
ミ
と
断
定
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、「
専
門
家
の
鑑
定
で
オ
オ
カ
ミ
と
わ
か
れ
ば
（
中
略
）
動
物
学
的
資

料
と
し
て
も
興
味
あ
る
も
の
と
な
る
」
と
記
事
は
結
ば
れ
て
い
る
。

（
二
）
一
九
六
一
年
一
二
月
、
今
泉
吉
典
に
よ
る
鑑
定
［
資
料
一
］

　

翌
三
七
年
（
一
九
六
二
）
一
月
一
日
、『
福
井
新
聞
』
は
続
報
を
載
せ
、「
日

本
最
後
の
オ
オ
カ
ミ
」「
明
治
末
福
井
市
で
射
殺　

野
路
氏
（
武
生
市
）
の
写

真
を
国
立
博
物
館
へ　

鑑
定
の
結
果〝
確
実
と
思
う
〟」と
の
見
出
し
を
打
っ
た
。

リ
ー
ド
文
に
は
「
明
治
末
期
に
福
井
城
内
に
現
わ
れ
射
殺
さ
れ
た
動
物
が
、
そ

の
写
真
か
ら
動
物
学
的
に
貴
重
な
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
で
あ
る
こ
と
が
東
京
・
上

野
の
国
立
科
学
博
物
館
の
調
査
で
わ
か
っ
た
」
と
し
て
、
写
真
一
の
動
物
を
ニ

ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
と
す
る
説
を
ほ
ぼ
断
定
的
に
報
じ
て
い
る
。

　

前
年
一
二
月
、
福
井
新
聞
の
記
者（

（
（

が
上
野
動
物
園
に
写
真
を
送
っ
て
鑑
定
を

求
め
た
と
こ
ろ
、
同
園
長
の
古
賀
忠
道
か
ら
国
立
科
学
博
物
館
の
今
泉
吉
典

（
一
九
一
四
〜
二
〇
〇
七
）
に
写
真
は
回
送
さ
れ
た
。

　

今
泉
は
、
昭
和
三
六
年
二
月
に
「
ア
カ
ネ
ズ
ミ
群A

podem
us speciosus 

group

の
分
類
学
的
研
究
」
で
北
海
道
大
学
よ
り
理
学
博
士
号
を
授
与
さ
れ
た

動
物
学
者
で
、
翌
年
同
館
動
物
課
長
、
同
四
一
年
に
は
動
物
研
究
部
長
に
就
任

写真一 福井市立郷土歴史博物館蔵
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す
る
。
ま
た
、
昭
和
四
〇
〜
五
六
年
に
は
哺
乳
動
物
学
会
の
第
二
代
会
長
を
務

め
る
な
ど
、
戦
後
の
哺
乳
動
物
学
と
り
わ
け
分
類
学
を
牽
引
し
た
一
人
で
あ
っ

た（
（
（

。
こ
の
時
期
の
主
な
研
究
対
象
は
小
型
哺
乳
類
だ
っ
た
が
、
写
真
一
や
福
井

新
聞
の
取
材
内
容
を
検
討
し
た
結
果
、「
頭
が
大
き
く
顔
が
長
い
点
、
ス
ト
ッ

プ
（
頭
か
ら
口
へ
か
け
て
の
角
度
）
が
な
い
こ
と
、
耳
が
小
さ
い
、
足
が
長
く
、

後
ろ
足
の
地
に
接
す
る
部
分
が
長
い
」
な
ど
の
点
か
ら
「
野
犬
で
は
な
く
ニ
ホ

ン
オ
オ
カ
ミ
だ
と
思
い
ま
す
」
と
鑑
定
結
果
を
記
者
に
伝
え
た
。

　

ま
た
、
オ
オ
カ
ミ
研
究
家
の
斎
藤
弘
吉
（
一
八
九
九
〜
一
九
六
四
）
も
今
泉

か
ら
写
真
を
渡
さ
れ
、
鑑
定
に
「
疑
う
余
地
は
な
い
と
の
結
論
」
に
達
し
た
と

記
事
は
伝
え
て
い
る
。
斎
藤
は
昭
和
三
九
年
に
研
究
の
集
大
成
と
し
て
『
日
本

の
犬
と
狼
』（
雪
華
社
）
を
刊
行
す
る
在
野
の
日
本
犬
研
究
家
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
記
事
は
写
真
の
撮
影
状
況
に
つ
い
て
も
詳
し
い
。
福
井
城
内
の
松

平
家
屋
敷
付
近
に
現
わ
れ
た
も
の
を
鉄
砲
で
射
殺
し
、
そ
の
翌
日
に
「
現
在
の

く
ま
が
い
児
童
公
園
付
近
」（
現
福
井
市
中
央
公
園
）
で
野
路
が
組
み
立
て
式

の
写
真
機
で
撮
影
し
た
も
の
と
い
う
。

　

撮
影
時
期
に
つ
い
て
は
、「
明
治
四
十
三
年
以
降
の
も
の
で
あ
る
の
は
確
実
。

野
路
さ
ん
の
記
憶
は
四
十
三
年
ご
ろ
」
と
す
る
。
し
か
し
一
方
で
、
射
殺
さ
れ

た
オ
オ
カ
ミ
を
見
た
と
い
う
福
井
市
立
郷
土
歴
史
館
（
現
福
井
市
立
郷
土
歴
史

博
物
館
）
の
谷
口
初
意
主
事
の
記
憶
を
交
え
て
「
明
治
四
十
四
、五
年
と
推
定

さ
れ
る
」
と
も
述
べ
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。

（
三
）
一
九
六
二
年
一
月
、
読
者
か
ら
の
情
報
［
資
料
二
・
三
］

　

昭
和
三
七
年
（
一
九
六
二
）
一
月
一
七
日
、『
福
井
新
聞
（
夕
刊
）』
は
読
者

か
ら
の
情
報
を
ま
と
め
る
形
で
更
な
る
続
報
を
載
せ
た
。
見
出
し
は
「
日
本
最

後
の
オ
オ
カ
ミ　

射
殺
後
「
は
く
製
に
」」「
一
時
学
校
に
保
存　

現
存
せ
ず
戦

災
で
焼
失
か
」
と
し
て
、
福
井
オ
オ
カ
ミ
の
剥
製
化
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
。

　

小
見
出
し
に
は
「
オ
オ
カ
ミ
の
出
所
は
わ
か
ら
ず
」
と
あ
り
、「
当
時
小
山

谷
方
面
で
オ
オ
カ
ミ
が
た
び
た
び
現
わ
れ
農
夫
と
格
闘
し
た
こ
と
も
何
度
も
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
、
郊
外
の
山
か
ら
き
た
の
で
は
な
い
か
」
と
す
る
推
測
や
「
当

時
足
羽
河
原
に
矢
野
と
い
う
動
物
園
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
逃
げ
出
し
た
と
い
う

伝
説
」、
ま
た
「
オ
リ
か
ら
逃
げ
出
し
た
も
の
」
と
す
る
指
摘
な
ど
が
寄
せ
ら

れ
た
と
記
事
は
伝
え
る
。

　

ま
た
捕
殺
場
所
に
つ
い
て
は
「
片
町
に
現
わ
れ
浜
町
方
面
へ
逃
げ
足
羽
河
原

で
消
防
団
員
が
殺
し
た
」
と
の
回
想
が
あ
る
一
方
で
、「
福
井
城
内
の
松
平
家

屋
敷
に
逃
げ
込
み
大
さ
わ
ぎ
に
な
り
、
松
平
家
の
農
業
練
習
生
（
当
時
松
平
家

の
農
業
関
係
の
試
験
場
が
城
内
に
あ
っ
た
）
が
包
囲
し
て
射
殺
し
た
」
や
「
石

垣
を
登
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
を
撃
っ
た
と
い
わ
れ
、
タ
マ
は
確
か
腹
に
当
た
っ

て
い
た
よ
う
だ
」
な
ど
複
数
人
が
共
通
し
て
福
井
城
址
で
捕
殺
し
た
と
す
る
情

報
を
寄
せ
て
い
た
。

　

剥
製
化
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
松
平
侯
爵
家
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
福
井
市
片

町
の
竹
田
八
郎
に
よ
っ
て
剥
製
に
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
後
は
福
井
高
等
小
学
校

に
寄
付
さ
れ
た
こ
と
、
昭
和
二
〇
年
七
月
一
九
日
の
福
井
空
襲
の
際
に
移
管
先

の
第
三
尋
常
高
等
小
学
校
（
こ
の
時
は
日
出
国
民
学
校
。
現
福
井
市
日
出
小
学

校
）
で
焼
失
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
シ
ェ
パ
ー
ド
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で
茶

が
か
っ
た
色
に
ね
ず
み
色
が
ま
じ
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
回
想
さ
れ
て
い
る
。

　

同
紙
は
一
月
二
三
日
に
も
「
老
人
た
ち
の
話
」
と
し
て
、
三
人
か
ら
の
情
報

を
載
せ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
「
鯖
江
方
面
か
ら
追
わ
れ
て
福
井
市
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内
に
は
い
り
城
内
で
追
い
つ
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
」、「
逃
走
の

途
中
、
人
に
か
み
つ
い
て
い
る
」
と
い
う
。

　

ま
た
出
所
に
関
し
て
興
味
深
い
の
は
、「
富
山
県
の
立
山
で
つ
か
ま
え
た
の

を
、矢
野
動
物
園
が
買
っ
た
。
そ
れ
が
逃
げ
出
し
た
も
の
」と
す
る
情
報
が
あ
っ

た
点
で
あ
る
。
矢
野
動
物
園
が
興
行
後
の
移
動
途
中
、
オ
オ
カ
ミ
が
今
庄
駅
で

檻
を
破
っ
て
逃
走
、
そ
の
後
鯖
江
市
で
幼
児
を
襲
い
、
数
日
後
に
福
井
市
内
小

山
谷
付
近
に
出
現
。
消
防
団
員
に
追
わ
れ
た
オ
オ
カ
ミ
は
城
址
に
逃
げ
込
み
、

堀
に
飛
び
込
ん
で
水
草
に
か
ら
ま
っ
た
と
こ
ろ
を
射
殺
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か

し
、
そ
の
一
方
で
「
矢
野
動
物
園
か
ら
逃
げ
出
し
た
オ
オ
カ
ミ
と
福
井
に
現
わ

れ
た
オ
オ
カ
ミ
と
は
違
う
オ
オ
カ
ミ
で
、
逃
げ
出
し
た
オ
オ
カ
ミ
は
別
の
場
所

で
殺
さ
れ
て
い
る
」
と
の
情
報
も
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
時
点
で
は
捕
殺
場
所
や
出
所
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
っ
て
、
い
ま
だ
定

ま
っ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
時
期
に
つ
い
て
は
、「
明
治
四
十
四
年
ご
ろ
（
中

略
）
畑
で
大
麻
を
刈
り
取
っ
て
い
た
」
際
に
オ
オ
カ
ミ
を
見
つ
け
た
と
の
証
言

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
撮
影
者
の
野
路
に
よ
る
明
治
四
十
三
年
説
で
は
な
く
、

四
十
四
年
六
月
説
が
有
力
な
も
の
と
な
っ
た
。

（
四
）
一
九
六
二
年
一
月
、
日
本
哺
乳
動
物
学
会
で
の
鑑
定
［
資
料
四
］

　

今
泉
の
鑑
定
に
よ
っ
て
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
説
が
確
定
的
に
な
る
と
思
わ
れ
た

矢
先
の
同
月
二
三
日
、『
福
井
新
聞
（
夕
刊
）』
の
論
調
は
一
変
す
る
。
見
出
し

に
は
「
福
井
で
射
殺
さ
れ
た
オ
オ
カ
ミ　

朝
鮮
オ
オ
カ
ミ
と
断
定　

日
本
ほ
乳

動
物
学
会
」「
日
本
産
よ
り
大
型　

巡
回
動
物
園
か
ら
逃
げ
る
？
」
と
あ
る
。

　

一
月
一
九
日
、
国
立
科
学
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
第
六
一
回
日
本
哺
乳
動
物

学
会
例
会
に
は
二
〇
人
の
会
員
が
出
席
し
、
今
泉
が
「
明
治
末
年
福
井
で
捕
獲

さ
れ
た
オ
オ
カ
ミ
ら
し
き
写
真（

（
（

」
と
題
す
る
報
告
を
行
っ
た
。
写
真
一
や
新
聞

記
事
な
ど
が
回
覧
さ
れ
、
形
態
、
年
代
、
捕
獲
さ
れ
た
と
き
の
状
況
の
三
点
か

ら
検
討
が
加
え
ら
れ
た
。

　

ま
ず
、
形
態
の
点
で
は
、
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
は
オ
オ
カ
ミ
の
中
で
は
最
も
小

さ
く
、
足
が
短
い
。
ま
た
吻
部
（
目
か
ら
前
方
の
突
出
し
た
部
分
）
も
短
い
特

徴
を
持
つ
。
し
か
し
、
写
真
の
個
体
は
チ
ョ
ウ
セ
ン
オ
オ
カ
ミ
の
特
徴
―
大
型

で
体
長
・
体
高
と
も
に
大
き
く
、
足
・
吻
部
と
も
に
長
い
―
に
近
い
と
さ
れ
た
。

　

つ
ぎ
に
年
代
の
点
で
は
、
日
露
戦
争
後
、
輸
入
し
た
チ
ョ
ウ
セ
ン
オ
オ
カ
ミ

を
ヤ
マ
イ
ヌ
や
ニ
ホ
ン
の
オ
オ
カ
ミ
と
称
し
て
巡
回
動
物
園
が
見
せ
物
に
用
い

た
実
例
が
多
か
っ
た
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
捕
獲
状
況
は
明
確
で
は
な
い
が
、
元
来
夜
行
性
の
オ
オ
カ
ミ
が
人
間

を
襲
っ
た
実
例
は
無
い
と
し
、
農
夫
を
襲
っ
た
オ
オ
カ
ミ
が
市
街
地
に
逃
走
し

た
点
は
野
性
の
オ
オ
カ
ミ
の
習
性
か
ら
み
て
疑
問
視
さ
れ
た
。

　

以
上
の
三
点
か
ら
、
写
真
の
動
物
が
オ
オ
カ
ミ
で
あ
る
こ
と
は
全
員
の
意
見

が
一
致
し
た
が
、「
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
で
は
な
い
」
と
断
定
さ
れ
、
巡
回
動
物

園
か
ら
逃
げ
出
し
た
チ
ョ
ウ
セ
ン
オ
オ
カ
ミ
（
ヌ
ク
テ
）
で
あ
る
と
結
論
づ
け

ら
れ
た
。
こ
の
と
き
チ
ョ
ウ
セ
ン
オ
オ
カ
ミ
説
を
主
張
し
た
会
員
は
、
早
稲
田

大
学
の
高
島
春
雄
（
一
九
〇
七
〜
一
九
六
二
）
や
〝
オ
オ
カ
ミ
の
権
威
〟
斎
藤

弘
吉
ら
で
あ
っ
た
。

　

写
真
一
が
〝
最
後
の
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
〟
で
は
な
い
、
と
の
鑑
定
結
果
が
出

た
こ
と
か
ら
、『
福
井
新
聞
』
で
は
続
報
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
報
道
は

一
区
切
り
が
つ
く
形
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
研
究
者
の
間
で
議
論
が

再
燃
し
、
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
説
が
燻
り
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
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一
九
一
〇
年
の
「
純
日
本
種
狼
」

　
　
　

二　

学
問
上
の
論
争

　

こ
こ
か
ら
は
、
そ
の
後
、
研
究
者
の
あ
い
だ
で
福
井
オ
オ
カ
ミ
が
ど
の
よ
う

に
論
じ
ら
れ
て
き
た
か
を
整
理
す
る
。

（
一
）
一
九
六
五
年
、
直
良
信
夫
の
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
説

　

直
良
信
夫
（
一
九
〇
二
〜
一
九
八
五
）
は
、
明
石
原
人
の
発
見
で
知
ら
れ
る

考
古
学
者
で
あ
る
が
、『
日
本
産
獣
類
雑
話
』『
日
本
哺
乳
動
物
史
』『
動
物
の

歴
史
』
を
上
梓
す
る
な
ど
、
古
生
物
学
的
観
点
に
立
っ
た
動
物
学
の
業
績
も
多

い
。

　

そ
の
直
良
が
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
に
出
版
し
た
『
日
本
産
狼
の
研
究
』

（
校
倉
書
房
）
は
「
第
二
部 

ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
の
遺
体
」
に
「
Ⅷ 

福
井
県
下

の
オ
オ
カ
ミ
」
の
章
を
立
て
て
「
明
治
末
年
に
福
井
城
址
内
で
射
殺
さ
れ
た
オ

オ
カ
ミ
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

直
良
も
昭
和
三
七
年
の
学
会
に
出
席
し
て
い
た
が
、
こ
の
時
初
め
て
写
真
一

を
見
て
お
り
、「
帰
途
い
ろ
い
ろ
考
え
た
末
、
平
岩
・
故
斉
藤
両
氏
ら
の
推
考
に
、

若
干
疑
問
を
も
つ
に
至
っ
た
」
と
い
う
（
平
岩
は
後
述
す
る
平
岩
米
吉
、
斉
藤

は
前
述
の
斎
藤
弘
吉
）。
そ
の
た
め
福
井
新
聞
社
か
ら
写
真
を
取
り
寄
せ
、
写

真
か
ら
の
種
分
け
は
難
し
い
と
断
っ
た
う
え
で
、
以
下
の
よ
う
な
判
定
を
行
っ

て
い
る
。

　

ま
ず
、
背
景
に
写
る
礫
の
大
き
さ
か
ら
、
オ
オ
カ
ミ
は
直
径
五
セ
ン
チ
前
後

ほ
ど
の
太
め
の
前
肢
を
持
ち
、
全
長
は
約
五
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
こ
と
を
算
出
し

た
。
こ
れ
は
四
肢
が
細
く
や
や
短
い
特
徴
を
持
つ
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
の
特
徴
と

比
べ
る
と
、
体
は
大
き
く
、
四
肢
も
長
大
に
映
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
算

出
法
が
仮
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
写
真
撮
影
時
の
角
度
が
そ
の
よ
う
に
見
せ
て

い
る
の
だ
と
説
明
す
る
。

　

ま
た
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
は
「
顔
面
長
が
短
い
」
す
な
わ
ち
吻
部
が
短
い
と
の

通
説
に
基
づ
き
、「
頭
蓋
全
長
／
顔
面
長
」
の
比
率
を
算
出
し
た
。
写
真
一
の

オ
オ
カ
ミ
の
指
数
は
一
・
九
で
あ
り
、
同
じ
く
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
に

和
歌
山
県
大
台
ヶ
原
山
麓
大
杉
谷
で
捕
獲
さ
れ
た
と
さ
れ
る
オ
オ
カ
ミ
の
写
真

の
指
数
も
二
・
〇
と
近
似
の
数
値
を
示
す
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
「
チ
ョ
ウ
セ

ン
オ
オ
カ
ミ
は
、そ
の
指
数
が
約
２
・５
と
な
る
」こ
と
か
ら
、「
福
井
産
は
、チ
ョ

ウ
セ
ン
オ
オ
カ
ミ
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
と
推
考
す
る
の

が
、
妥
当
の
よ
う
で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
た
。

　

あ
わ
せ
て
不
確
実
な
「
逃
走
説
」
が
も
と
に
な
っ
て
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
オ
オ
カ

ミ
説
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
を
呈
し
、「
逃
走
説
の
あ
る
な
し
に

か
か
わ
ら
ず
、
動
物
体
そ
の
も
の
の
姿
態
か
ら
、
種
類
を
判
定
す
る
よ
う
に
つ

と
む
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
説
を
支
持
し
て
い
る
。

（
二
）
一
九
六
九
年
、
今
泉
吉
典
の
再
度
の
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
説

　

直
良
の
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
説
を
ふ
ま
え
、
今
泉
も
ま
た
昭
和
四
四
年

（
一
九
六
九
）、『
科
学
朝
日
』
二
九
巻
七
号
に
寄
稿
し
た
記
事
「
ナ
ゾ
に
包
ま

れ
る
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
―
新
し
い
視
野
で
こ
の
〝
珍
獣
〟
の
追
及
を
」
に
お
い

て
、
改
め
て
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
説
を
提
示
し
た
。

　

ま
ず
、今
泉
は
現
存
す
る
頭
骨
標
本
の
比
較
か
ら
、ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
は
「
顔

面
部
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
が
、
ほ
と
ん
ど
直
線
で
、
大
陸
の
オ
オ
カ
ミ
の
よ
う
に
中

く
ぼ
み
で
な
い
こ
と
、
涙
骨
と
骨
口
蓋
後
縁
（
こ
つ
こ
う
が
い
こ
う
え
ん
）
の

形
態
が
異
る
こ
と
、
さ
ら
に
最
も
重
要
な
の
は
、
側
頭
窩
下
部
に
あ
る
孔
が
一
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六
十
七
巻
一
号

個
多
く
合
計
六
個
あ
る
こ
と
」
か
ら
、
大
陸
の
オ
オ
カ
ミ
の
亜
種
で
は
な
く
、

別
種
で
あ
る
と
の
仮
説
を
示
す
。

　

そ
の
う
え
で
福
井
オ
オ
カ
ミ
の
写
真
を
「
ほ
乳
動
物
学
会
例
会
で
討
議
し
た

当
時
（
一
九
六
二
年
）、
私
は
ま
だ
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
を
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、何
と
も
判
断
し
か
ね
た
」と
回
想
し
、改
め
て
写
真
一
を
見
る
と「
耳

の
小
さ
い
と
こ
ろ
、
体
毛
（
夏
毛
）
が
短
く
全
身
一
様
な
と
こ
ろ
、
四
足
写
真

で
は
特
に
後
足
の
短
い
と
こ
ろ
、
顔
面
部
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
が
直
線
で
、
中
く
ぼ

み
で
な
い
と
こ
ろ
な
ど
が
、
大
陸
系
の
オ
オ
カ
ミ
と
は
違
っ
て
い
て
、
ニ
ホ
ン

オ
オ
カ
ミ
の
特
徴
に
一
致
す
る
」
と
鑑
定
し
た
。

　

さ
ら
に
「
巡
回
動
物
園
か
ら
逃
げ
だ
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
立
山
で
捕
え

ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
古
老
の
談
話
が
正
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
し

て
、
脱
走
説
も
併
せ
て
支
持
し
て
い
る
。

　

な
お
、
今
泉
は
翌
四
五
年
に
「
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
の
系
統
的
地
位
に
つ
い
て

１　

ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
の
標
本
」「
同
２　

イ
ヌ
属
内
で
の
頭
骨
に
お
け
る
類

似
関
係
」（『
哺
乳
動
物
学
会
雑
誌
』
五
巻
一
号
、
同
二
号
）
に
お
い
て
、
ニ
ホ

ン
オ
オ
カ
ミ
を
独
立
種
と
す
べ
き
と
の
見
解
を
改
め
て
示
し
て
い
る（

（
（

。

（
三
）
一
九
七
四
年
、
平
岩
米
吉
の
チ
ョ
ウ
セ
ン
オ
オ
カ
ミ
説

　

先
の
直
良
に
よ
る
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
説
を
真
っ
向
か
ら
批
判
し
た
の
が
、
平

岩
米
吉（
一
八
九
八
〜
一
九
八
六
）で
あ
る
。在
野
の
動
物
学
者
で
あ
る
平
岩
は
、

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
日
本
犬
保
存
会
の
設
立
に
参
画
、
同
五
年
に
は
自

邸
・
白
日
荘
に
犬
科
生
態
研
究
所
を
設
立
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
シ
ェ
パ
ー
ド

な
ど
六
〇
頭
以
上
の
犬
を
飼
育
す
る
な
か
で
特
に
イ
ヌ
科
の
生
態
を
研
究
し
て

き
た
。ま
た
、昭
和
五
〜
一
七
年
に
九
頭
の
オ
オ
カ
ミ
を
飼
育
し（
朝
鮮
産
六
頭
、

満
州
産
一
頭
、
蒙
古
産
二
頭
）、
昭
和
五
六
年
に
は
『
狼
―
そ
の
生
態
と
歴
史
』

（
動
物
文
学
会
）
を
刊
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

前
述
の
と
お
り
、
平
岩
も
ま
た
前
掲
の
学
会
に
出
席
し
て
お
り
、
そ
の
折
に

も
写
真
判
定
に
よ
っ
て
チ
ョ
ウ
セ
ン
オ
オ
カ
ミ
説
を
主
張
し
て
い
た
。そ
の
後
、

直
良
の
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
説
提
示
を
受
け
、
昭
和
四
九
年
、『
ア
ニ
マ
』
二
巻

一
〇
号
（
平
凡
社
）
に
発
表
し
た
論
考
「
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
は
も
う
い
な
い
―

そ
の
残
存
説
六
十
六
年
の
記
録
」
の
な
か
で
、
主
に
「
頭
蓋
全
長
／
顔
面
長
」

の
指
数
の
点
か
ら
直
良
説
を
厳
し
く
批
判
し
た（

（
（

。

　

ま
ず
前
提
と
し
て
「
指
数
が
、
少
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
吻
部
の
長
い
こ
と
を

意
味
し
、
反
対
に
指
数
が
多
け
れ
ば
、
吻
部
の
短
い
こ
と
を
意
味
す
る
」
こ
と

を
再
確
認
す
る
。
つ
ま
り
吻
部
が
短
い
と
さ
れ
る
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
は
指
数
が

大
き
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

そ
の
う
え
で
直
良
が
同
書
に
示
し
た
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
の
頭
骨
四
例
の
精
密

な
計
測
表
か
ら
、
そ
れ
ら
の
指
数
が
二
・
二
九
〜
二
・
四
八
で
あ
る
こ
と
を
計
上

し
た
。
ま
た
、
平
岩
自
身
が
所
蔵
す
る
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
の
頭
骨
で
は
指
数
が

二
・
四
八
で
あ
り
、
同
じ
く
チ
ョ
ウ
セ
ン
オ
オ
カ
ミ
で
は
オ
ス
二
・
一
四
、
メ
ス

二
・
〇
〇
、
ま
た
満
州
産
で
は
オ
ス
二
・
二
八
、
メ
ス
二
・
二
二
に
な
る
と
い
う
。

つ
ま
り
、
写
真
か
ら
計
測
さ
れ
た
福
井
オ
オ
カ
ミ
の
指
数
一
・
九
は
か
な
り
小

さ
い
も
の
で
、
吻
部
が
長
い
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
骨
格
を
専
門
と
す
る
は
ず
の
直
良
が
「
う
っ
か
り
思
い
違
い
し
て
逆
に

と
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
し
、
福
井
オ
オ
カ
ミ
が
「
は
っ
き
り
日
本
狼

で
は
な
く
な
る
」
と
断
じ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
同
論
考
は
明
治
四
一
〜
昭
和
四
八
年
（
一
九
〇
八
〜
七
三
）
に
お
け
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る
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
残
存
に
関
す
る
二
七
例
の
記
録
を
検
討
し
た
も
の
で
あ

り
、
福
井
や
大
杉
谷
の
例
を
含
む
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
「
日
本
狼
が
生
存
し
て

い
た
と
い
う
確
実
な
証
拠
は
一
つ
も
な
い
」
と
の
結
論
に
達
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
直
良
か
ら
の
直
接
的
な
反
論
は
な
か
っ
た
も
の
と
み
え
、
同
論
考

が
「
そ
の
後
の
残
存
説
―
残
存
説
七
十
年
の
記
録
」
と
改
題
・
再
編
の
う
え
、

著
作
『
狼
―
そ
の
生
態
と
歴
史
』
に
再
録
さ
れ
た
際
に
も
論
旨
に
大
き
な
変
更

は
加
え
ら
れ
て
い
な
い（

（
（

。

（
四
）
二
〇
〇
三
年
、
吉
行
瑞
子
・
今
泉
吉
典
の
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
説

　

平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
）
九
月
、
吉
行
瑞
子
と
今
泉
吉
典
の
共
著
で
発
表

さ
れ
た
論
文
「
福
井
城
内
で
射
殺
さ
れ
た
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
」（『
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ａ

Ｔ
Ｅ
』
№
４
）
は
、
そ
れ
ま
で
通
説
的
な
位
置
を
占
め
て
き
て
い
た
チ
ョ
ウ
セ

ン
オ
オ
カ
ミ
説
を
覆
す
内
容
と
な
っ
た
。

　

掲
載
誌
の
発
行
元
・
農
大
動
物
研
究
会
は
、
東
京
農
業
大
学
一
般
教
養
動
物

学
研
究
室
Ｏ
Ｂ
が
中
心
と
な
っ
て
平
成
六
年
に
発
足
し
た
も
の
で
あ
り
、
機
関

誌
『
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｅ
』
は
広
く
流
通
す
る
性
質
の
媒
体
で
は
な
か
っ
た
。
そ

れ
で
も
翌
年
二
月
に
共
同
通
信
や
『
読
売
新
聞
』
が
記
事
に
し
た
こ
と
か
ら
、

本
論
文
は
一
般
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な
る
。

　

第
一
著
者
の
吉
行
瑞
子
（
一
九
三
二
～
）
は
国
立
科
学
博
物
館
動
物
研
究
部

を
経
て
、
平
成
四
～
一
四
年
に
東
京
農
業
大
学
教
授
（
初
め
短
期
大
学
部
）
を

務
め
た
動
物
学
者
で
、
今
泉
と
は
師
弟
関
係
に
あ
た
る（

（
（

。
専
門
は
分
類
学
的
研

究
で
あ
り
、
昭
和
五
九
年
（
一
九
八
四
）
に
「
日
本
産
翼
手
類
の
分
類
学
的
研

究
」
で
九
州
大
学
か
ら
農
学
博
士
号
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
の
執
筆
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
今
泉
が
国
松
俊
英
『
鳥
を
描
き
続
け
た

男
―
鳥
類
画
家 

小
林
重
三
』（
晶
文
社
、
一
九
九
六
年
）
の
な
か
に
福
井
オ
オ

カ
ミ
に
関
す
る
記
述
を
見
つ
け
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
書
は
友
永
冨
「
松
平
試

農
場
誌
」
を
引
い
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
の
『
福
井
新
聞
』
が
報
じ
て
い
な
い
情

報
に
も
言
及
し
て
い
た
。「
松
平
試
農
場
誌
（
二
）」（『
福
井
の
農
業
』
一
九
巻

二
一
七
号
、
一
九
六
七
年
）［
資
料
五
］
を
取
り
寄
せ
た
吉
行
は
、
目
を
通
し

た
瞬
間
に
「
や
は
り
、
あ
れ
は
動
物
園
の
脱
走
オ
オ
カ
ミ
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
。

ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
だ
っ
た
ん
だ
」
と
確
信
し
た
と
い
う（

（（
（

。

　
「
松
平
試
農
場
誌
」
の
著
者
・
友
永
冨
は
農
学
博
士
で
当
時
は
福
井
県
農
業

試
験
場
長
で
あ
り
、
掲
載
誌
『
福
井
の
農
業
』
は
福
井
県
改
良
普
及
職
員
協
議

会
の
機
関
誌
で
あ
る
。
同
記
事
は
、
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
に
侯
爵
松
平

康
荘
が
福
井
城
址
に
創
設
し
た
松
平
試
農
場
の
歴
史
を
た
ど
っ
た
も
の
で
、
全

三
回
連
載
の
二
回
目
に
福
井
オ
オ
カ
ミ
へ
の
言
及
が
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
連
載
記
事
で
特
筆
す
べ
き
は
、
捕
殺
し
た
三
人
と
並
ん
で
撮
影
さ
れ
た

オ
オ
カ
ミ
の
写
真
が
初
め
て
公
表
さ
れ
た
こ
と
［
写
真
二
］、
ま
た
捕
殺
日
時

が
明
治
四
十
三
年
八
月
三
日
の
夕
方
、
場
所
が
試
農
場
寄
宿
舎
付
近
で
あ
っ
た

こ
と
が
特
定
さ
れ
、
銃
で
射
止
め
た
後
に
棍
棒
で
撲
殺
し
た
こ
と
な
ど
詳
し
い

経
緯
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
捕
殺
翌
日
の
朝
に
「
福
井
中
学
動

物
学
教
諭
羽
金
準
一
郎
」
に
よ
り
、
こ
の
オ
オ
カ
ミ
が
「
純
粋
の
日
本
オ
オ
カ

ミ
で
あ
る
が
矢
野
動
物
園
館
の
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
」
と
の
鑑
定
が
下
さ
れ

た
こ
と
、ま
た
同
日
午
後
に
は「
矢
野
動
物
館
員
の
松
尾
嘉
蔵
が
来
福
」し
て「
同

館
所
有
オ
オ
カ
ミ
で
な
い
」
と
の
調
査
結
果
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
も
他
で
は

取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
情
報
だ
っ
た
。「
当
時
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
「
オ

オ
カ
ミ
城
内
を
荒
ら
す
」
と
題
し
大
々
的
に
扱
わ
れ
た
」
と
も
記
さ
れ
、
当
時
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六
十
七
巻
一
号

の
新
聞
記
事
な
ど
を
も
と
に
書
か
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
現
時
点
で
は

典
拠
資
料
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

吉
行
と
今
泉
は
こ
の
「
松
平
試
農
場
誌
」
の
入
手
後
に
「
明
治
43
年
松
平
試

農
場
雑
日
記
」
の
写
真
も
入
手
し
て
お
り
、
福
井
オ
オ
カ
ミ
の
体
重
が
五
貫
目

（
一
八
・
七
五
㎏
）
で
あ
っ
た
こ
と
も
知
る
こ
と
に
な
る（

（（
（

（
後
述
）。

　

こ
れ
ら
の
情
報
を
ふ
ま
え
て
「
１
９
６
１

（
マ
マ
）年

（
昭
和
三
十
七
年
）
の
哺
乳
動

物
学
会
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
明
ら
か
で
あ
れ
ば
、
結
論
は
異
な
っ

て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
」
と
前
置
き
し
た
う
え
で
、
福
井
オ
オ
カ
ミ
が
「
体
重
が

示
す
よ
う
に
小
型
、
前
後
肢
が
頭
胴
長
に
比
べ
て
相
対
的
に
短
く
、
尾
は
か
か

と
に
達
し
、
尾
端
部
は
先
細
を
呈
し
な
い
」
こ
と
は
「
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
的
に

固
有
の
重
要
な
特
徴
」
と
し
、「
吻
が
細
く
且
つ
長
い
傾
向
」
は
「
ニ
ホ
ン
オ

オ
カ
ミ
の
特
徴
を
よ
く
示
し
て
い
る
」
と
評
し
た
。

　

吉
行
・
今
泉
論
文
に
対
す
る
そ
の
後
の
反
響
を
記
し
た
も
の
に
、
平
成
一
九

年
一
月
七
日
、宮
武
努
記
者
に
よ
る『
朝
日
新
聞（
福
井
版
）』特
集
連
載
記
事「
福

井
の
宝
探
訪
記
６ 

最
後
の
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
」
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

二
人
の
元
に
は
「
特
に
反
論
は
寄
せ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
積
極
的
な
支
持
や
定

説
修
正
を
求
め
る
声
が
あ
が
る
こ
と
も
な
か
っ
た
」
と
い
い
、
記
事
は
「
こ
の

論
文
も
定
説
を
書
き
換
え
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
」
と
結
論
付
け
て
い
る
。
ま

た
、
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
の
執
筆
を
担
当
し
た
石
井
信
夫
（
東
京
女
子
大
学

教
授
）
に
よ
る
「
こ
の
分
野
で
決
め
手
に
な
る
の
は
標
本
の
有
無
」
と
の
コ
メ

ン
ト
を
載
せ
、
焼
失
し
た

剥
製
が
「「
絶
対
」
の
証

拠
」
に
な
る
は
ず
だ
っ
た

こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。
あ

わ
せ
て
記
事
に
は
「
明
治

四
十
三
年
八
月
採
集　

純
日
本
種
狼
」「
福
井
市

　

竹
田
教
育
用
器
械
製
造

所
製
」
と
記
さ
れ
た
福
井

オ
オ
カ
ミ
の
剥
製
写
真
も

掲
載
さ
れ
て
い
る
［
写
真

三（
（（
（

］。

写真二　 松平文庫（福井県文書館保管）

写真三　福井市立郷土歴史博物館蔵
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長
野　

一
九
一
〇
年
の
「
純
日
本
種
狼
」

　
　
　

三　

矢
野
巡
回
動
物
園
と
オ
オ
カ
ミ

　

福
井
オ
オ
カ
ミ
を
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
と
み
る
か
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
オ
オ
カ
ミ
と

み
る
か
、
そ
の
判
断
の
重
要
な
カ
ギ
と
な
る
の
は
、
飼
育
す
る
オ
オ
カ
ミ
を
脱

走
さ
せ
て
し
ま
っ
た
矢
野
巡
回
動
物
園
の
存
在
で
あ
ろ
う
。

　
「
松
平
試
農
場
誌
」
は
脱
走
の
経
緯
を
次
の
よ
う
に
詳
述
し
て
い
る
。
ま
ず
、

七
月
三
〇
日
福
井
県
小
浜
町
（
現
小
浜
市
）
で
興
行
し
て
い
た
「
矢
野
動
物

館
（
マ
マ
）」
が
汽
車
で
石
川
県
小
松
町
（
現
小
松
市
）
に
向
か
う
途
中
「
満
州
産
と
称

す
る
灰
色
の
オ
オ
カ
ミ
」
が
今
庄
村
（
現
南
越
前
町
）
と
鯖
江
町
（
現
鯖
江
市
）

の
間
で
逃
亡
す
る
事
件
が
起
き
た
。
そ
の
後
、舟
津
村
小
黒
町
、同
村
有
定
（
と

も
に
現
鯖
江
市
）
や
社
村
小
山
谷
（
現
福
井
市
）
で
子
ど
も
が
オ
オ
カ
ミ
に
咬

ま
れ
る
騒
動
が
起
こ
る
（
日
付
不
詳
）。
そ
の
た
め
捕
殺
翌
日
の
八
月
四
日
午

後
に
「
矢
野
動
物
館
員
の
松
尾
嘉
蔵
」
が
福
井
に
来
て
調
査
を
し
た
結
果
、「
同

館
所
有
オ
オ
カ
ミ
で
な
い
」
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

約
二
〇
㎞
の
距
離
が
あ
る
今
庄
鯖
江
間
の
ど
の
地
点
で
脱
走
し
た
か
は
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
子
ど
も
が
咬
ま
れ
た
と
さ
れ
る
舟
津
村
辺
か
ら
小
山
谷
ま
で

は
約
一
〇
㎞
の
距
離
に
あ
り
、
オ
オ
カ
ミ
が
数
日
か
け
て
移
動
す
る
に
は
十
分

な
距
離
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
普
通
に
考
え
れ
ば
、
今
庄
鯖
江
間
で
脱
走

し
た
オ
オ
カ
ミ
―
舟
津
村
で
子
ど
も
を
咬
ん
だ
オ
オ
カ
ミ
―
小
山
谷
で
子
ど
も

を
咬
ん
だ
オ
オ
カ
ミ
―
福
井
城
址
で
捕
殺
さ
れ
た
オ
オ
カ
ミ
の
四
例
は
い
ず
れ

も
一
個
体
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
咬
ま
れ

た
幼
児
が
死
亡
し
た
と
の
報
道
も
見
ら
れ
、
責
任
や
補
償
の
問
題
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
矢
野
動
物
園
と
し
て
は
自
身
の
所
有
し
て
い
た
オ
オ
カ
ミ
と
認
め
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

で
は
矢
野
動
物
園
と
も
矢
野
動
物
館
と
も
記
さ
れ
る
こ
の
団
体
は
い
か
な
る

存
在
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
扱
っ
た
研
究
は
、
阿
久
根
巌
『
サ
ー
カ
ス

誕
生
―
曲
馬
團
物
語
』（
あ
り
な
書
房
、一
九
八
八
年
）
が
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。

同
書
「
第
四
章 

矢
野
巡
回
動
物
園
」
で
は
そ
の
成
立
か
ら
解
散
ま
で
の
経
緯

が
豊
富
な
資
料
を
も
と
に
叙
述
さ
れ
て
お
り
、「
最
後
の
日
本
狼
」
の
節
が
立

て
ら
れ
、
福
井
オ
オ
カ
ミ
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
以
下
特
に
断
ら
な

い
限
り
、
同
書
の
成
果
に
依
拠
し
て
記
述
を
進
め
る
。

　

矢
野
巡
回
動
物
園
は
、
香
川
県
出
身
の
矢
野
岩
太
（
一
八
六
五
～

一
九
二
六
）
が
日
清
戦
争
の
頃
（
一
八
九
四
〜
九
五
）
に
動
物
見
世
物
を
始
め

た
こ
と
に
遡
る
。
は
じ
め
山
猫
一
匹
の
見
世
物
だ
っ
た
も
の
が
、
明
治
四
〇
年

（
一
九
〇
七
）
に
ド
イ
ツ
の
ハ
ー
ゲ
ン
ベ
ッ
ク
動
物
園
か
ら
二
頭
の
ラ
イ
オ
ン

を
購
入
し
、
広
島
で
本
格
的
な
巡
回
動
物
園
が
始
動
す
る
。
当
時
の
新
聞
に
は

次
の
よ
う
な
広
告
が
載
っ
た
（『
中
国
新
聞
』
明
治
四
〇
年
一
一
月
一
四
日
）。

　
　
　
　

万
国
動
物
園

　
　

�

十
月
廿
五
日
上
海
電
報
東
京
各
新
聞
記
載
独
逸
ヨ
リ
送
付
八
呎
ノ
大
獅
子

二
頭
着
ニ
付
外
ニ
大
虎
大
狼

4

4

大
々
蛇
駝
鳥
其
他
数
十
種
ノ
珍
ラ
シ
キ
生
キ

物
ヲ
集
メ
堀
川
町
勧
商
場
ニ
於
テ
仮
動
物
園
開
会
参
考
ノ
資
ニ
供
セ
ン
ト

欲
ス
志
学
ノ
諸
君
士
陸
続
御
来
観
ノ
栄
ヲ
賜
ハ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
伏
シ
テ
乞
フ

　
　
十
一
月

十
四
日
ヨ
リ
毎
日
午
前
九
時
開
会

午
後
十
一
時
閉
会

　
　

教
員
引
率
団
体
学
生
ニ
限
リ
半
額

　
　
　

園
主
矢
野　

敬
白	

（
傍
点
引
用
者
）

　
「
数
十
種
ノ
珍
ラ
シ
キ
生
キ
物
」
に
含
ま
れ
る
「
大
狼
」
は
「
土
佐
産
の
狼
」
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六
十
七
巻
一
号

と
説
明
さ
れ
て
お
り
（『
中
国
新
聞
』
一
一
月
一
六
日
）、
同
四
三
年
三
月
の
九

州
沖
縄
八
県
連
合
共
進
会
で
も
「
内
地
産
の
狼
」
す
な
わ
ち
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ

と
し
て
展
示
さ
れ
て
い
た
（『
九
州
日
報
』
三
月
二
一
日
）。
も
し
こ
れ
が
正
し

い
情
報
で
あ
る
な
ら
ば
、
捕
殺
さ
れ
た
福
井
オ
オ
カ
ミ
も
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ

だ
っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
同
園
の
説
明
、
宣
伝
に
は
怪
し
い
点
も
頗
る
多
か
っ
た
。
オ
ス
の

ラ
イ
オ
ン
親
子
を
オ
ス
・
メ
ス
と
偽
っ
て
公
開
し
た
り
、
明
治
四
一
年
に
は
こ

の
ラ
イ
オ
ン
を
「
丁デ

ン
マ
ー
ク抹
王
御
自
愛
之
大
獅
子
」
と
宣
伝
し
た
り
し
た
。
ま
た
、

翌
四
二
年
に
は
同
じ
く
ハ
ー
ゲ
ン
ベ
ッ
ク
動
物
園
か
ら
購
入
し
た
と
お
ぼ
し
き

大
山
猫
を
、
日
露
戦
争
時
の
著
名
な
敗
将
ア
レ
ク
セ
イ
・
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
に
あ

や
か
っ
て
「
黒
鳩
公
愛
育
の
山
猫
」
と
称
し
、
シ
ベ
リ
ア
産
の
虎
ま
で
も
「
黒

鳩
公
将
軍
が
愛
育
し
た
も
の
」
と
し
て
宣
伝
す
る
な
ど
、
同
園
は
「
本
当
の
よ

う
な
大
嘘
で
、
観
客
を
煙
に
巻
く
手
腕
」
を
発
揮
し
た
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
な
同
園
の
「
手
腕
」
は
、
動
物
学
者
に
よ
っ
て
も
記
録
さ
れ
て
い

た
。
広
島
文
理
科
大
学
（
現
広
島
大
学
）
教
授
の
阿
部
余
四
男
（
一
八
九
一
～

一
九
六
〇
）は
、著
書『
動
物
学
参
考
』（
三
省
堂
、一
九
三
五
年
）の
な
か
で「
巡

廻
動
物
園
で
よ
く
日
本
の
『
や
ま
い
ぬ
』
と
云
つ
て
見
せ
る
の
は
朝
鮮
の
「
ヌ

ク
テ
ー
」
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、「
や
ま
い
ぬ
」
す
な
わ
ち
ニ
ホ
ン
オ
オ

カ
ミ
と
称
し
て
巡
回
し
て
い
た
も
の
は
チ
ョ
ウ
セ
ン
オ
オ
カ
ミ
で
あ
っ
た
と
断

じ
て
い
る
。
ま
た
阿
部
は
『
動
物
閑
談
』（
三
省
堂
、一
九
四
二
年
）
所
収
「
ヤ

マ
イ
ヌ
の
は
な
し
」
に
お
い
て
も
「
剥
製
で
確
実
に
本
土
の
ヤ
マ
イ
ヌ
と
称
せ

ら
れ
る
も
の
は
僅
か
に
一
個
だ
け
で
、
福
島
県
産
と
し
て
上
野
帝
室
博
物
館
天

産
部
に
あ
つ
た
の
を
十
数
年
前
に
観
た
こ
と
が
あ
つ
た
が
耳
が
か
な
り
大
き
か

つ
た
の
を
不
思
議
に
思
つ
た
記
憶
が
あ
る
。
他
の
博
物
館
で
は
ヌ
ク
テ
ー
然
た

る
も
の
を
ヤ
マ
イ
ヌ
と
し
て
を
ら
れ
た
の
も
あ
つ
た
。
ヌ
ク
テ
ー
は
今
で
も
沢

山
棲
息
し
て
居
る
の
で
巡
回
動
物
園
な
ど
か
ら
標
本
屋
に
ま
は
つ
て
ヤ
マ
イ
ヌ

の
レ
ツ
テ
ル
を
は
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
ら
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
矢
野
巡
回
動
物
園
に
よ
る
「
土
佐
産
の
狼
」「
内
地
産
の
狼
」
と
の

説
明
は
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
一
方
で
「
松
平

試
農
場
誌
」
に
よ
れ
ば
福
井
オ
オ
カ
ミ
は
「
満
州
産
と
称
す
る
灰
色
の
オ
オ
カ

ミ
」
と
述
べ
ら
れ
、
ま
た
阿
久
根
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
福
井
オ
オ
カ
ミ
脱
走

を
伝
え
る
『
芸
備
日
日
新
聞
』
の
記
事
［
資
料
六
］
で
も
「
灰
色
の
狼
一
頭
（
矢

野
は
之
を
満
洲
産
と
称
せ
し
も
日
本
産
狼
な
る
由
）」
と
記
さ
れ
て
い
た
（
明上 : 写真四 　下 : 写真五　筆者蔵
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長
野　

一
九
一
〇
年
の
「
純
日
本
種
狼
」

治
四
三
年
八
月
七
日
）。
お
そ
ら
く
同
一
個
体
を
時
と
場
に
応
じ
て
国
内
産
と

し
た
り
、
国
外
産
（
満
州
産
）
と
称
し
た
り
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

な
お
、
脱
走
オ
オ
カ
ミ
と
同
一
個
体
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
矢
野
動

物
園
が
発
行
し
た
オ
オ
カ
ミ
の
絵
葉
書
二
種
、
明
治
四
〇
年
頃
の
「
東
洋
無
比

矢
野
動
物
園
狼
」［
写
真
四
］
と
明
治
四
〇
〜
大
正
七
年
頃
の
「
独
逸
特
約
東

洋
無
比
矢
野
動
物
園
ヲ
ヽ
カ
ミ
狼
」［
写
真
五
］
を
参
考
ま
で
に
掲
げ
て
お
く（
（（
（

。

　
　
　

四　

鑑
定
の
経
緯

　

で
は
、
矢
野
巡
回
動
物
園
の
オ
オ
カ
ミ
の
産
地
が
明
ら
か
に
で
き
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
写
真
三
に
は
「
純
日
本
種
狼
」
と
記
さ
れ
た
の
か
。

　

当
時
、
福
井
オ
オ
カ
ミ
出
没
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
広
島
県
の
『
芸
備
日
日
新
聞
』

や
石
川
県
の
『
北
國
新
聞
』
で
も
報
じ
ら
れ
た
［
資
料
七
］。
ま
た
「
松
平
試

農
場
誌
」が「
当
時
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は「
オ
オ
カ
ミ
城
内
を
荒
ら
す
」と
題
し
大
々

的
に
扱
わ
れ
た
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
福
井
県
内
の
新
聞
で
も
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
県
内
で
は
『
福
井
新
聞
』『
福
井
北
日

本
新
聞
』『
敦
賀
新
聞
』『
み
く
に
新
聞
』『
若
州
新
聞
』『
北
陽
新
聞
』
な
ど
が

刊
行
さ
れ
て
い
た
が
、
捕
殺
前
後
に
あ
た
る
明
治
四
三
年
八
月
一
日
～
一
〇
日

の
号
が
一
号
も
現
存
し
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
今
回
新
た
に
紹
介
す
る
『
東
京

朝
日
新
聞
』
の
八
月
六
日
の
記
事
は
、
確
認
で
き
る
限
り
で
は
最
も
詳
細
な
内

容
を
持
つ
。そ
こ
で
そ
の
概
要
を
時
系
列
に
ま
と
め
て
以
下
に
示
す［
資
料
八
］。

・
七
月
三
〇
日
夜
、
小
浜
で
の
興
行
を
終
え
た
矢
野
巡
回
動
物
園
が
オ
オ
カ
ミ

を
檻
に
入
れ
、
敦
賀
か
ら
汽
車
で
輸
送
。
そ
の
後
、
汽
車
が
福
井
駅
に
到
着

し
た
時
点
で
、
今
庄
鯖
江
間
で
「
満
州
産
と
称
す
る
灰
色
の
狼
一
頭
」
が
逃

走
し
た
こ
と
が
露
見
し
て
大
騒
動
と
な
る
。

・
同
三
一
日
、「
狼
に
似
た
る
一
頭
の
怪
獣
」
が
舟
津
村
小
黒
で
幼
児
を
咬
み

殺
し
、
同
村
有
定
と
神
明
村
水
落
で
も
幼
児
に
咬
み
付
き
、
長
泉
寺
山
（
現

鯖
江
市
）
に
逃
げ
込
む
。
鯖
江
警
察
署
は
、
こ
れ
を
狂
犬
と
判
断
し
、
非
番

巡
査
と
猟
師
数
名
を
派
遣
し
、
四
、五
頭
の
犬
を
殺
し
た
が
「
最
も
大
な
る

灰
色
の
一
頭
」
は
逃
走
。

・
八
月
一
日
、「
灰
色
の
怪
物
」
が
福
井
市
近
郊
の
社
村
小
山
谷
で
小
児
に
噛

み
つ
い
た
と
の
報
せ
を
受
け
た
福
井
警
察
署
は
、
こ
れ
を
動
物
園
か
ら
脱
走

し
た
オ
オ
カ
ミ
と
み
な
し
て
各
署
に
通
報
。

・
同
三
日
朝
、「
件
の
怪
物
」
が
福
井
市
佐
佳
枝
下
町
（
現
福
井
市
順
化
一
丁
目
）

に
現
れ
、旧
福
井
城
址
の
堀
を
渡
っ
て
松
平
侯
爵
邸
に
入
り
、
表
門
か
ら
出
て
、

同
家
家
扶
児
島
宅
を
通
り
抜
け
、
松
平
試
農
場
の
あ
っ
た
本
丸
に
侵
入
。
松

平
家
で
は
試
農
場
の
農
夫
と
講
習
生
約
三
〇
名
を
繰
り
出
し
て
捜
索
さ
せ
た

が
見
つ
け
ら
れ
ず
、
午
後
五
時
に
一
旦
捜
索
を
中
止
。
し
か
し
、
農
場
助
手
ら

三
名
が
、こ
の
「
怪
物
」
の
姿
を
確
認
し
、午
後
七
時
頃
、棍
棒
で
こ
れ
を
撲
殺
。

・
同
四
日
朝
、「
福
井
中
学
動
物
学
教
授
」
が
「
全
く
日
本
産
の
狼
に
し
て
可

な
り
年
を
経
た
る
雌
狼
に
て
而
も
未
だ
分
娩
し
た
る
こ
と
な
く
且
歯
牙
等
の

完
全
な
る
よ
り
見
れ
ば
多
分
人
に
飼
養
せ
ら
れ
し
も
の
な
ら
ん
」
と
鑑
定
。

　

以
上
の
記
事
内
容
か
ら
は
、
八
月
四
日
に
鑑
定
に
あ
た
っ
た
「
福
井
中
学
動

物
学
教
授
」
の
存
在
と
そ
の
鑑
定
内
容
が
特
に
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
「
動
物
学

教
授
」
が
、
前
掲
「
松
平
試
農
場
誌
」
で
「
純
粋
の
日
本
オ
オ
カ
ミ
で
あ
る
が

矢
野
動
物
園
館
の
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
」
と
の
鑑
定
を
下
し
た
羽
金
準
一
郎
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六
十
七
巻
一
号

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
鑑

定
結
果
は
、
単
に
「
全
く
日
本
産
の
狼
」
と
す
る
の
み
な
ら
ず
、
年
経
た
未
分

娩
の
メ
ス
で
野
生
の
も
の
で
は
な
い
、
と
す
る
詳
細
な
内
容
を
持
つ
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
次
に
問
題
と
な
る
の
は
羽
金
の
鑑
定
能
力
で
あ
る
。
そ
れ
を

推
量
す
る
た
め
、
羽
金
の
経
歴
を
た
ど
っ
て
み
た
い（

（（
（

。

　

羽
金
準
一
郎
は
明
治
一
四
年
に
栃
木
県
下
都
賀
郡
（
現
栃
木
市
）
に
生
ま
れ

た
。
同
三
四
年
三
月
に
栃
木
県
立
栃
木
中
学
校
（
現
栃
木
高
等
学
校
）
を
卒
業

後（
（（
（

、
翌
三
五
年
に
東
京
帝
国
大
学
附
設
の
第
一
臨
時
教
員
養
成
所
博
物
科
に
入

学
、
同
三
七
年
三
月
に
同
所
を
卒
業
し
て
中
学
校
博
物
科
教
諭
の
資
格
を
取
得

し
て
い
る（

（（
（

。
同
年
四
月
に
は
栃
木
県
立
佐
野
中
学
校
（
現
佐
野
高
等
学
校
）
で

教
職
に
就
き
、
こ
の
年
一
二
月
一
日
に
は
陸
軍
に
志
願
入
隊
し
て
東
京
湾
要
塞

砲
兵
聯
隊
第
三
中
隊
に
所
属
し
た（

（（
（

。
翌
三
八
年
一
二
月
一
日
に
予
備
役
に
な
る

と
、
翌
三
九
年
に
は
教
育
現
場
に
復
帰
し
、
栃
木
県
立
宇
都
宮
中
学
校
（
現
宇

都
宮
高
等
学
校
）
に
赴
任
。
同
校
に
は
同
四
二
年
五
月
一
日
ま
で
は
在
籍
し
て

い
た
（
こ
の
間
、
同
四
〇
年
に
陸
軍
砲
兵
少
尉
に
任
官
）。

　

福
井
県
立
福
井
中
学
校
（
現
藤
島
高
等
学
校
）
へ
の
転
任
は
明
治
四
二
年
五

月
五
日
頃（

（（
（

の
こ
と
で
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
ま
で
の
約
七
年
間
を
福
井
で

過
ご
し
た
。
し
た
が
っ
て
福
井
オ
オ
カ
ミ
の
鑑
定
を
依
頼
さ
れ
た
の
は
、
福
井

赴
任
の
翌
年
、
二
九
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
福
井
へ
の
転
任
は
、
同

校
で
博
物
教
諭
を
し
て
い
た
森
為
三
（
一
八
八
四
〜
一
九
六
二
）
が
官
立
漢
城

高
等
学
校
（
現
京
畿
高
等
学
校
）
の
教
授
と
し
て
大
韓
帝
国
に
招
聘
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
後
任
人
事
で
あ
る
（
森
は
の
ち
京
城
帝
国
大
学
予
科
教
授（

（（
（

）。
森
と

羽
金
が
教
員
養
成
所
の
同
期
生
で
あ
っ
た
縁
故
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

　

福
井
を
離
れ
て
か
ら
は
、
大
正
五
～
八
年
に
静
岡
県
立
掛
川
中
学
校
（
現
掛

川
西
高
等
学
校
）、
同
九
～
昭
和
五
年
の
山
口
県
立
宇
部
中
学
校
（
現
宇
部
高

等
学
校（

（（
（

）
で
の
在
籍
を
確
認
で
き
る
が
、そ
の
後
は
た
ど
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

こ
の
時
期
、
博
物
の
教
科
で
は
「
重
要
ナ
ル
植
物
、
動
物
、
鉱
物
ニ
関
ス
ル

一
般
ノ
智
識
並
ニ
人
体
ノ
構
造
、生
理
及
衛
生
ノ
大
要
」（
明
治
三
四
年
三
月「
中

学
校
令
施
行
規
則
」
第
八
条
）
が
教
え
ら
れ
て
い
た
。
羽
金
は
明
治
三
七
年
五

月
、
二
三
歳
の
時
点
で
東
京
動
物
学
会
の
会
員
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら（

（（
（

、
動
物
学

を
専
門
に
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
現
在
、
東
北
大
学
総
合

学
術
博
物
館
に
、
宇
部
中
学
校
在
籍
時
に
羽
金
が
山
口
県
内
で
採
集
し
た
二
枚

貝
類
の
古
生
物
標
本
が
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る（

（（
（

。 

　

以
上
が
二
三
〜
四
九
歳
ま
で
中
学
校
教
員
を
務
め
た
羽
金
準
一
郎
の
経
歴
で

あ
る
。
当
時
、
中
学
校
教
員
の
資
格
（
中
等
教
員
免
許
）
を
取
得
す
る
方
法
の

一
つ
に
「
指
定
学
校
」
卒
業
者
に
よ
る
「
無
試
験
検
定
」
制
度
が
あ
っ
た
。
例

え
ば
、
東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
（
現
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
・
理

学
部
）
動
物
学
科
を
卒
業
し
て
理
学
士
と
な
っ
た
者
に
は
中
等
教
員
免
許
が
与

え
ら
れ
た
。
し
か
し
羽
金
が
卒
業
し
た
の
は
、
東
京
帝
国
大
学
附
設
の
臨
時
教

員
養
成
所
で
あ
り
、あ
く
ま
で
博
物
科
の
教
員
に
な
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
羽
金
を
「
動
物
学
教
授
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』）
や
「
動
物
学
教
諭
」

（「
松
平
試
農
場
誌
」）
と
呼
ぶ
こ
と
は
正
し
く
な
い
。

　

ま
た
、
羽
金
は
早
く
か
ら
動
物
学
会
に
は
属
し
て
い
た
も
の
の
、
同
誌
に
哺

乳
類
に
関
す
る
論
文
等
を
発
表
し
た
形
跡
も
認
め
ら
れ
な
い
。
明
治
三
八
年
、

鷲
家
口
で
最
後
の
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
が
捕
獲
さ
れ
た
時
点
で
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ

の
出
現
事
例
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
明
治
四
三
年
、
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一
九
一
〇
年
の
「
純
日
本
種
狼
」

二
九
歳
の
羽
金
が
そ
れ
以
前
に
生
き
た
個
体
を
実
見
し
た
経
験
は
お
そ
ら
く
無

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
雌
雄
の
別
や
分
娩
経
験
の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き

て
も
、
そ
れ
を
「
全
く
日
本
産
の
狼
」
と
鑑
定
で
き
る
だ
け
の
十
分
な
知
見
は

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
と
み
る
の
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　

五　

ま
と
め
に
か
え
て

　

最
後
に
吉
行
・
今
泉
論
文
が
参
照
し
た
松
平
試
農
場
の
「
雑
日
記 

明
治

四
十
三
年
」（
松
平
文
庫
・
福
井
県
文
書
館
保
管
）［
資
料
九
］
を
検
討
し
て
ま

と
め
に
か
え
た
い
。

　

越
前
松
平
家
第
一
八
代
当
主
の
康
荘
は
、
英
国
サ
イ
レ
ン
セ
ス
タ
ー
王
立
農

学
校
の
留
学
を
経
て
、
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）、
旧
福
井
城
の
本
丸
・
二

の
丸
・
三
の
丸
に
松
平
試
農
場
を
創
設
し
た
。
同
三
九
年
に
園
芸
伝
習
所
が
併

設
さ
れ
、同
四
二
年
に
は
耕
地
面
積
が
四
町
六
反
二
畝
二
八
歩
（
一
三
、八
八
八

坪
）
に
及
ん
だ
。
そ
の
約
七
五
％
が
果
樹
園
で
あ
り
、耕
地
に
は
り
ん
ご
や
桃
、

梨
、
柿
な
ど
多
く
の
果
樹
が
植
え
ら
れ
て
い
た（

（（
（

。

　

試
農
場
で
は
試
験
研
究
成
果
や
農
産
物
の
売
払
原
簿
、
園
芸
伝
習
所
の
教
務

日
誌
な
ど
多
く
の
帳
簿
が
作
成
さ
れ
て
い
た
が
、
当
該
の
「
雑
日
記
」
は
試
農

場
で
の
で
き
ご
と
を
日
々
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
明
治
四
三
年
八
月
四
日

条
に
、
前
日
三
日
の
で
き
ご
と
と
し
て
福
井
オ
オ
カ
ミ
事
件
の
顛
末
が
「
狼
捕

殺
」
と
題
し
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
概
要
を
示
す
。

　

八
月
三
日
、
福
井
城
内
に
野
犬
が
入
り
込
ん
だ
と
の
報
せ
を
受
け
、
試
農
場

の
職
員
や
研
究
生
が
総
出
で
捜
索
し
た
が
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
夕

方
に
な
っ
て
寄
宿
舎
付
近
（
東
三
の
丸
。
現
福
井
市
大
手
一
丁
目
付
近
）
に
現

れ
た
た
め
、
佐
竹
・
奥
谷
両
助
手
お
よ
び
稲
垣
研
究
生
の
三
名
で
こ
れ
を
包
囲

し
、
ほ
か
一
、二
名
が
手
伝
っ
た
。
そ
の
後
、
奥
谷
が
銃
で
射
止
め
、
佐
竹
と

稲
垣
が
打
ち
撲
り
、
つ
い
に
捕
殺
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

野
犬
と
の
報
せ
だ
っ
た
が
、
仕
留
め
て
み
る
と
「
巨
大
ナ
ル
豺
」
で
、
体
重

は
五
貫
目
あ
っ
た
。
数
日
前
に
鯖
江
方
面
で
小
児
数
名
を
傷
つ
け
た
も
の
が
、

試
農
場
ま
で
逃
げ
て
き
た
も
の
ら
し
い
。
翌
四
日
に
は
松
平
邸
で
捕
殺
個
体
の

写
真
を
撮
影
し
た
。
賞
与
と
し
て
、
奥
谷
助
手
に
は
柳
行
李
一
組
と
園
芸
調
査

書
一
冊
、
佐
竹
助
手
と
稲
垣
研
究
生
に
は
柳
行
李
一
組
が
試
農
場
か
ら
与
え
ら

れ
、
松
平
家
か
ら
も
御
賞
賜
が
あ
っ
た（

（（
（

。

　

以
上
が
一
次
資
料
「
雑
日
記
」
か
ら
判
明
す
る
事
実
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
捕

殺
個
体
に
つ
い
て
、
試
農
場
が
「
巨
大
ナ
ル
豺
」
と
認
知
し
て
い
た
点
に
注
目

し
た
い
。「
豺
（
や
ま
い
ぬ
）」
の
語
に
は
、
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
の
異
名
の
意
味

と
野
生
化
し
て
山
に
棲
息
す
る
犬
の
意
味
の
二
つ
が
あ
る
が
、記
事
冒
頭
に「
狼

捕
殺
」
と
の
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
前
者
の
意
味

で
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
雑
日
記
」
や
試
農
場
関
係
資
料
の
中
に
は
福

井
中
学
校
の
羽
金
準
一
郎
や
矢
野
巡
回
動
物
園
の
松
尾
嘉
蔵
に
よ
る
鑑
定
の
経

緯
を
書
き
留
め
た
も
の
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
松
平
家
が

竹
田
教
育
用
器
械
製
造
所
に
作
ら
せ
た
と
さ
れ
る
剥
製
の
写
真
三
に
は
「
純
日

本
種
狼
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
松
平
家
お
よ
び
試
農
場
で
は
、
こ
れ
を
ニ
ホ
ン

オ
オ
カ
ミ
と
認
知
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
写
真
三
が
貼
ら
れ
た
貼
交
帖
に
は
次
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
。

　
　

�

興
業
主
ノ
狼
逸
走
シ
、
福
井
市
内
ニ
徘
徊
シ
、
之
ヲ
捕
獲
セ
ン
ト
シ
タ
ル
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六
十
七
巻
一
号

モ
容
易
ニ
獲
ル
コ
ト
能
ハ
サ
リ
シ
ガ
、
不
図
松
平
城
内
ニ
入
リ
タ
ル
ヲ
見

付
ケ
辛
フ
シ
テ
撲
殺
シ
タ
ル
ナ
リ

　
「
雑
日
記
」
も
「
数
日
前
鯖
江
ニ
テ
小
児
数
名
ヲ
傷
ケ
タ
ル
モ
ノ
ヽ
逃
レ
テ

茲
ニ
至
レ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
記
し
、『
東
京
朝
日
新
聞
』
も
「
全
く
矢
野
動
物

館
の
狼
に
相
違
な
か
ら
ん
」
と
記
事
を
締
め
括
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
松

尾
が
否
定
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
は
り
一
般
に
は
矢
野
の
オ
オ
カ
ミ
と
福

井
オ
オ
カ
ミ
は
同
一
の
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
矢
野
巡
回
動
物
園
で
「
満
州
産
」
と
称
し
て
興
行
さ
れ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
れ
が
「
純
日
本
種
狼
」
と
み
な
さ
れ
た
の
は
、
羽
金
の
鑑
定
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
の
後
、
剥
製
の
寄
贈
先
で
あ
る
福
井
高
等
小
学
校
や

同
校
廃
止
後
に
そ
れ
を
引
き
継
い
だ
福
井
第
三
尋
常
高
等
小
学
校
（
の
ち
に
福

井
市
日
出
国
民
学
校
と
改
称
）
で
は
、
こ
の
剥
製
は
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
と
し
て

数
十
年
に
わ
た
っ
て
児
童
の
教
育
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
七
月
一
九
日
、
福
井
空
襲
に
よ
り
福
井
市
日
出

国
民
学
校
は
全
校
舎
が
焼
失
し
、
こ
の
剥
製
も
焼
失
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
現
時
点
で
は
、
種
の
特
定
に
つ
な
が
る
「「
絶
対
」
の
証
拠
」
は

完
全
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た（

（（
（

。
し
か
し
、
福
井
オ
オ
カ
ミ
を
チ
ョ
ウ
セ
ン
オ
オ

カ
ミ
と
断
定
し
た
昭
和
三
七
年
段
階
で
は
検
討
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
写
真

や
資
料
も
そ
の
後
に
な
っ
て
い
く
つ
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
写
真
二
か
ら
推
定

さ
れ
る
体
長
や
「
雑
日
記
」
に
記
さ
れ
た
体
重
、『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
記
さ

れ
た
性
別
、
そ
の
ほ
か
毛
の
色
や
捕
殺
の
季
節
、「
満
州
産
」
と
称
し
て
興
行

さ
れ
て
い
た
点
な
ど
は
、
総
合
的
な
判
断
を
行
う
上
で
の
重
要
な
材
料
と
な
る

だ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
先
、
明
治
四
三
年
八
月
一
日
〜
一
〇
日
の
地
元
紙
が
見
つ

か
れ
ば
、
さ
ら
に
新
た
な
情
報
が
加
わ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
発
見
の
日
を
待

つ
こ
と
に
し
て
本
稿
を
閉
じ
た
い
。

註（
1
） 

鷲
家
口
で
捕
殺
個
体
を
最
後
の
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
と
み
る
説
が
い
つ
頃
か
ら
定
着
し

た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
一
月
九
日
『
東
京
朝
日
新
聞
』

で
は
「
こ
の
狼
が
日
本
狼
の
最
後
の
生
存
記
録
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
2
） 

西
村
英
之
「
野
路
定
吉
氏
旧
蔵 

明
治
初
年
の
写
真
帳
に
つ
い
て
」（『
福
井
市
立
郷
土

歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
七
号
、
一
九
九
九
年
）。

（
3
） 

同
紙
の
一
連
の
記
事
は
小
林
巌
記
者
に
よ
る
（
小
林
巌
『
評
論 

福
井
の
文
化
』
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
出
版
、
一
九
八
〇
年
、
一
四
一
～
一
四
二
頁
）。

（
4
） 

吉
行
瑞
子
「
今
泉
吉
典
先
生
ご
他
界
（
故
今
泉
𠮷
典
先
生
追
悼
文
）」（『
哺
乳
類
科
学
』

四
七
巻
二
号
、
二
〇
〇
七
年
）、
同
「
日
本
動
物
分
類
学
会
と
今
泉
吉
典
博
士
」（『
タ
ク

サ 

日
本
動
物
分
類
学
会
誌
』
二
四
巻
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
5
） 

報
告
の
題
目
は
「
明
治
末
福
井
で
捕
獲
さ
れ
た
オ
オ
カ
ミ
ら
し
き
動
物
の
写
真
の
鑑

定
」
だ
っ
た
と
も
い
う
（
吉
行
瑞
子
・
今
泉
吉
典
「
福
井
城
内
で
射
殺
さ
れ
た
ニ
ホ
ン

オ
オ
カ
ミ
」『
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｅ
』
№
４
、二
〇
〇
三
年
）。

（
6
） 

二
〇
〇
九
年
に
は
、
石
黒
直
隆
ら
が
骨
標
本
か
ら
分
離
し
た
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
Ｄ
Ｎ

Ａ
を
系
統
解
析
し
た
結
果
、
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
が
タ
イ
リ
ク
オ
オ
カ
ミ
の
一
亜
種
で
あ

る
と
の
説
が
改
め
て
提
示
さ
れ
て
い
る
（Ishiguro N

, Inoshim
a Y
, Shigehara N

 : 

M
itochondrial D

N
A
 analysis of the Japanese w

olf 

（Canis lupus hodophilax 

T
em
m
inck, 1839

） and com
parison w

ith representative w
olf and dom

estic 

dog haplotypes, Zool Sci, 26, 765-770 （2009

））。
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一
九
一
〇
年
の
「
純
日
本
種
狼
」

（
7
） 

平
岩
は
後
に
頭
骨
に
よ
る
鑑
定
法
に
つ
い
て
、「
日
本
狼
と
朝
鮮
狼
の
頭
骨
鑑
別
」（『
動

物
文
学
』
四
五
巻
一
号
、
一
九
七
九
年
）
を
発
表
し
て
い
る
。

（
8
） 「
表
４　

各
地
の
お
も
な
『
狼
』
事
件
と
、
そ
の
正
体
」
で
は
、
福
井
の
事
例
が
、
発

生
年
月
「
１
９
１
１
・
６
」、
発
生
場
所
「
福
井
武
生
市
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
後
述
の

と
お
り
「
１
９
１
０
・
８
・
３
」「
福
井
福
井
市
」
が
正
し
い
。

（
9
） 

吉
行
の
経
歴
は
、
日
本
哺
乳
類
学
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
（https://w

w
w
.

m
am
m
alogy.jp/prize/2011.htm

l

）。
＊
二
〇
二
二
年
四
月
一
日
閲
覧
（
以
下
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
閲
覧
日
は
す
べ
て
同
日
）

（
10
） 『
朝
日
新
聞
（
福
井
版
）』
平
成
一
九
年
一
月
七
日
の
記
事
「
福
井
の
宝
探
訪
記
６ 

最

後
の
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
」（
後
述
）。
な
お
、
今
泉
は
共
著
論
文
の
発
表
以
前
に
も
、
福

井
オ
オ
カ
ミ
を
「
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
に
間
違
い
な
い
と
思
う
」
と
『
福
井
新
聞
』
の
取

材
に
こ
た
え
て
い
た
（
平
成
一
一
年
一
一
月
二
四
日
の
記
事
「
ふ
く
い
探
検
隊　

絶
滅

し
た
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ 

最
後
の
一
頭
は
『
福
井
』」）。
今
泉
は
平
成
一
〇
年
に
国
松
の
著

書
か
ら「
試
農
場
史
（
マ
マ
）」の
存
在
を
知
り
、「
サ（

マ

マ

）

ー
カ
ス
館
員
や
福
井
中
教
諭
の
証
言
を
重
視
」

す
る
に
至
っ
た
と
い
う
。

（
11
） 

論
文
末
尾
の
謝
辞
に
は
「
松
平
試
農
場
の
雑
日
記
（
一
九
一
〇
）
の
入
手
は
八
木
博

様
の
お
骨
折
り
に
よ
り
ま
す
」
と
あ
り
、
秩
父
宮
記
念
三
峰
山
博
物
館
客
員
研
究
員
の

八
木
博
（
一
九
四
九
～
）
の
協
力
が
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宗
像
充

『
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
は
消
え
た
か
？
』（
旬
報
社
、
二
〇
一
七
年
）
で
は
「
こ
う
い
っ
た

資
料
を
実
際
に
福
井
ま
で
足
を
運
ん
で
発
掘
し
た
の
は
八
木
で
あ
る
」
と
す
る
が
、
旬

報
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
の
正
誤
表
で
は
「
こ
う
い
っ
た
資
料
を
発
掘
し
た
の
は
八
木

の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
た
一
九
九
九
年
の
テ
レ
ビ
番
組
、「
幻
の
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
を

追
い
続マ

マ

け
る
男
」
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
田
中
重
幸
氏
で
あ
る
。
八
木
が
吉
行
た
ち
へ
の
資

料
の
橋
渡
し
を
し
た
」
と
訂
正
さ
れ
て
い
る
（https://w

w
w
.junposha.com

/book/

b317252.htm
l

）。

（
12
） 

写
真
三
は
、
平
成
一
六
年
（
二
〇
〇
四
）
刊
『
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
友
の
会

Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
』第
弐
号
の
表
紙
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、そ
の
解
説
に
は「
明

治
43
年（
一
九
一
〇
）八
月
七
日
、松
平
試
農
場
で
捕
殺
さ
れ
た
日
本
オ
オ
カ
ミ
」と
あ
り
、

日
付
に
誤
り
が
あ
る
（
正
し
く
は
三
日
）。
ま
た
『
福
井
新
聞
』
同
一
七
年
四
月
一
三
日

の
記
事
「
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
は
く
製
を
公
開 

市
自
然
史
博
で
特
別
展
」
で
も
写
真
三
が

掲
載
さ
れ
、
福
井
オ
オ
カ
ミ
事
件
の
概
要
や
、
剥
製
の
行
方
、
吉
行
・
今
泉
論
文
に
つ

い
て
簡
略
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
13
） 

筆
者
は
宛
名
面
の
様
式
か
ら
年
代
を
比
定
し
た
が
、
阿
久
根
『
サ
ー
カ
ス
誕
生
』
は
、

写
真
四
を
「
撲
殺
さ
れ
た
狼
（
明
治
四
三
年
）
事
件
の
頃
の
矢
野
動
物
館
絵
葉
書
の
狼
」、

写
真
五
を
「
土
佐
産
と
称
し
英
田
（『
芸
備
日
日
新
聞
』
大
正
二
年
五
月
二
八
日
）
狼
と

同
じ
写
真
の
矢
野
動
物
園
絵
葉
書
」
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
。

（
14
） 

教
員
・
軍
人
と
し
て
の
経
歴
調
査
は
『
職
員
録
』（
内
閣
印
刷
局
）、『
中
等
教
育
諸
学

校
職
員
録
』（
中
等
教
科
書
協
会
）
お
よ
び
『
陸
軍
予
備
役
後
備
役
将
校
同
相
当
官
服
役

停
年
名
簿 

明
治
四
五
年
七
月
一
日
調
』（
川
流
堂
）
を
用
い
た
。

（
15
） 

熱
田
熊
蔵
編
『
同
窓
会
報
』（
栃
木
県
立
栃
木
中
学
校
同
窓
会
、
一
九
二
七
年
）。

（
16
） 「
官
報
」
第
五
六
四
三
号
（
明
治
三
五
年
四
月
三
〇
日
）、
第
六
二
一
七
号
（
明
治

三
七
年
三
月
二
六
日
）。

（
17
） 『
動
物
学
雑
誌
』
一
九
五
号
、
一
九
〇
五
年
。

（
18
） 『
福
井
新
聞
』
明
治
四
二
年
五
月
五
日
「
教
諭
の
新
任　

栃
木
県
宇
都
宮
中
学
校
教
諭

羽
金
準
一
郎
氏
は
今
回
本
件
福
井
中
学
校
教
諭
に
任
ぜ
ら
れ
七
級
俸
給
与
せ
ら
る
」。

（
19
） 

相
坂
耕
作
「
森
為
三
博
士
の
御
経
歴
」（『
兵
庫
生
物
』
一
四
巻
二
号
、二
〇
一
一
年
）。
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（
20
） 

昭
和
五
年
は
宇
部
市
立
宇
部
農
業
実
践
学
校
（
現
山
口
県
立
宇
部
西
高
等
学
校
）
の

博
物
教
諭
も
兼
務
し
て
い
た
（『
中
等
教
育
諸
学
校
職
員
録 

昭
和
五
年
五
月
現
在
』）。

（
21
） 
同
会
刊
『
動
物
学
雑
誌
』
一
八
七
号
（
明
治
三
七
五
月
一
五
日
）
に
「
会
員
の
就
職

…
羽
金
準
一
郎
君
は
佐
野
中
学
校
（
栃
木
）」「
四
月
中
会
員
の
転
居
左
の
如
し
…
栃
木

県
佐
野
中
学
校　

羽
金
準
一
郎
」
と
見
え
、
こ
れ
以
前
に
会
員
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
22
） 

東
北
大
学
総
合
学
術
博
物
館
「
古
生
物
標
本
（
Ｉ
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://

tohoku-u.jpaleodb.org/IGPS/search.php

）。

（
23
） 

試
農
場
の
歴
史
は
、
小
林
健
壽
郎
編
著
『
松
平
試
農
場
史
』（
越
前
松
平
家
、

一
九
九
三
年
）
を
参
照
。
な
お
、
同
書
第
二
編
第
三
章
第
五
節
は
「
オ
オ
カ
ミ
退
治
と

森
田
農
園
」
と
題
し
、
写
真
二
を
掲
載
し
て
事
件
の
概
略
を
載
せ
て
い
る
。

（
24
） 「
家
譜 

康
荘
公
」
明
治
四
三
年
八
月
四
日
条
（
越
葵
文
庫
・
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博

物
館
保
管
）［
資
料
一
〇
］。
な
お
、
試
農
場
「
研
修
生
名
簿
」（
松
平
文
庫
）
か
ら
は
、

捕
殺
者
の
正
確
な
名
前
と
明
治
四
三
年
八
月
時
点
の
年
齢
が
、
奥
谷
奥
之
助
（
満
二
一

歳
）・
佐
竹
政
治
（
満
二
一
歳
）・
稲
垣
正
男
（
満
二
〇
歳
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
25
） 

捕
殺
後
の
福
井
オ
オ
カ
ミ
を
実
見
し
た
三
田
村
保
正
は
「
旧
士
族
の
人
が
お
守
り
に

し
た
い
か
ら
毛
を
ほ
し
い
と
か
、
肉
を
食
べ
た
い
か
ら
わ
け
て
ほ
し
い
と
か
次
々
に
申

し
込
ん
で
き
た
」
と
回
想
し
て
い
る
（
資
料
二
）。
こ
の
毛
が
伝
存
し
て
い
れ
ば
、
Ｄ
Ｎ

Ａ
解
析
の
試
料
に
使
え
る
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
な
お
、三
田
村
は
自
身
の
著
作『
福

井
風
物
「
明
治
大
正
」』（
私
家
版
、
一
九
八
三
年
）
で
も
「
狼
さ
わ
ぎ
」
と
題
し
た
短

文
と
絵
を
載
せ
、
福
井
オ
オ
カ
ミ
の
形
態
に
つ
い
て
「
コ
ゲ
茶
色
の
毛
、
口
は
大
き
く

裂
け
て
い
た
」「
今
の
セ
パ
ー
ト
犬
ほ
ど
の
身
体
」
と
記
し
て
い
る
。

謝
辞

　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
以
降
『
福
井
新
聞
』
で
福
井
オ
オ
カ
ミ

に
関
す
る
多
く
の
記
事
を
担
当
し
て
き
た
伊
与
登
志
雄
氏
か
ら
多
く
の
御
協

力
・
御
教
示
を
頂
い
た
。
ま
た
、『
東
京
日
日
新
聞
』『
毎
日
新
聞
』
の
調
査

で
は
毎
日
新
聞
社
の
岩
間
理
紀
氏
の
御
協
力
を
得
、
栃
木
中
学
校
『
同
窓
会

報
』
の
存
在
に
つ
い
て
は
栃
木
県
立
図
書
館
調
査
相
談
課
、『
朝
日
新
聞
』
明

治
四
三
年
八
月
六
日
の
記
事
に
つ
い
て
は
福
井
県
立
図
書
館
の
前
田
眞
佐
子
氏

よ
り
御
教
示
を
得
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

資
料

資
料
一 『
福
井
新
聞
』
昭
和
三
七
年
一
月
一
日
（
抄
）

科
学
博
物
館
今
泉
吉
典
氏
の
話　

野
犬
で
は
な
く
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
だ
と
思
い
ま
す
。
オ

オ
カ
ミ
の
死
体
の
写
真
は
非
常
に
珍
し
い
も
の
で
、
確
実
と
思
わ
れ
る
も
の
は
こ
れ
が

唯
一
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
九
〇
五
年
（
明
治
三
十
八
年
）
に
最
後
の
オ
オ
カ
ミ
が
捕
獲

さ
れ
た
の
で
す
か
ら
、
明
治
四
十
四
、五
年
と
な
れ
ば
大
変
重
大
な
こ
と
で
驚
き
ま
し
た
。

哺
乳
動
物
学
会
に
写
真
と
と
も
に
報
告
し
て
多
数
の
方
の
ご
意
見
を
聞
い
て
み
た
い
。

�

撮
影
し
た
野
路
定
吉
さ
ん
の
話　

五
十
年
も
前
の
こ
と
だ
か
ら
は
っ
き
り
覚
え
て
い
な

い
が
、
明
治
四
十
三
年
ご
ろ
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
そ
れ
以
前
に
オ
オ
カ
ミ
が
出

た
と
い
う
こ
と
は
聞
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
色
は
灰
色
で
犬
よ
り
も
大
型
で
、
首
す

じ
の
毛
が
長
か
っ
た
。

福
井
市
歴
史
館
谷
口
主
事
の
話　

五
十
年
前
は
福
井
城
内
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
み
た
い
な
所

も
あ
り
、
オ
オ
カ
ミ
が
出
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
私
も
問
題
の
オ
オ
カ
ミ
を

見
た
が
、
明
治
四
十
三
年
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
確
信
を
持
っ
て
い
え
る
。
当
時
大
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長
野　

一
九
一
〇
年
の
「
純
日
本
種
狼
」

さ
わ
ぎ
に
な
り
話
題
を
呼
ん
だ
と
記
憶
し
て
い
る
。

資
料
二 『
福
井
新
聞
（
夕
刊
）』
昭
和
三
七
年
一
月
一
七
日
（
抄
）

石
垣
へ
の
ぼ
る
と
こ
ろ
を
射
殺　

福
井
市
東
日
之
出
町
二
丁
目
三
田
村
保
正
氏
（
六
三
）

＝
県
刀
剣
審
査
員
＝
か
ら
の
知
ら
せ
に
よ
る
と
、
同
氏
も
オ
オ
カ
ミ
の
死
体
を
み
て
お

り
、
当
時
福
井
市
片
町
の
竹
田
八
郎
氏
宅
に
運
ば
れ
同
氏
の
手
で
は
く
製
に
さ
れ
た
と

い
う
。
こ
の
竹
田
八
郎
氏
は
現
在
同
市
大
和
中
町
で
教
育
用
品
の
製
造
販
売
を
し
て
い

る
竹
田
正
三
氏
の
先
代
で
、
八
郎
氏
夫
人
の
久
乃
さ
ん
（
七
四
）
の
話
に
よ
る
と
、
当

時
松
平
家
か
ら
依
頼
さ
れ
て
は
く
製
に
し
た
。
旧
士
族
の
人
が
お
守
り
に
し
た
い
か
ら

毛
を
ほ
し
い
と
か
、
肉
を
食
べ
た
い
か
ら
わ
け
て
ほ
し
い
と
か
次
々
に
申
し
込
ん
で
き

た
と
い
う
。
オ
オ
カ
ミ
の
出
現
は
市
中
の
人
を
驚
か
せ
大
さ
わ
ぎ
と
な
っ
た
が
、
オ
オ

カ
ミ
が
お
堀
に
飛
び
込
み
石
垣
を
よ
じ
登
ろ
う
と
足
を
か
け
た
と
こ
ろ
を
射
殺
し
た
と

い
う
。
は
く
製
は
標
本
と
し
て
学
校
へ
寄
付
さ
れ
た
。
竹
田
家
に
は
オ
オ
カ
ミ
の
大
き

な
写
真
も
保
存
さ
れ
て
い
た
が
今
は
な
い
。

セ
パ
ー
ド
ぐ
ら
い
の
大
き
さ　

ど
こ
の
学
校
に
保
存
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
福
井
市

春
山
中
町
青
木
勢
太
郎
氏
（
六
一
）
の
話
に
よ
る
と
、
福
井
高
等
小
学
校
（
当
時
村
田

千
熊
校
長
、
現
繊
協
ビ
ル
付
近
に
あ
っ
た
）
へ
寄
付
さ
れ
た
。
当
時
同
校
の
教
員
で
あ
っ

た
芳
谷
為
次
氏（
七
一
）＝
福
井
市
寿
町
＝
の
話
で
は
確
か
に
福
井
高
等
小
学
校
に
あ
り
、

同
校
は
昭
和
三
年
に
廃
止
と
な
り
備
品
一
切
は
新
し
く
建
設
さ
れ
た
第
三
尋
常
高
等
小

学
校
（
通
称
第
三
校
）
へ
譲
り
渡
し
た
が
戦
災
で
焼
け
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
同

校
の
後
身
は
福
井
市
日
出
小
学
校
だ
が
、
同
校
の
戦
後
の
古
い
備
品
簿
に
も
オ
オ
カ
ミ

の
標
本
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
戦
災
か
そ
れ
以
前
に
な
く
な
っ
た
と
み

ら
れ
る
。
当
時
の
事
情
に
つ
い
て
芳
谷
氏
は
「
そ
う
い
え
ば
確
か
に
標
本
が
あ
っ
た
が
、

オ
オ
カ
ミ
が
出
た
こ
ろ
の
事
情
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
っ
て
い
る
。
さ
き
に
三
田

村
氏
の
記
憶
で
は
「
普
通
の
セ
パ
ー
ド
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で
茶
が
か
っ
た
色
に
ネ
ズ
ミ

色
が
ま
じ
っ
て
い
た
。
石
垣
を
登
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
を
撃
っ
た
と
い
わ
れ
、
タ
マ
は

確
か
腹
に
当
た
っ
て
い
た
よ
う
だ
」
と
話
し
て
い
る
。

松
平
家
屋
敷
に
逃
げ
込
み
大
騒
ぎ　

青
木
勢
太
郎
氏
の
話
で
は
、
オ
オ
カ
ミ
は
片
町
に

現
わ
れ
浜
町
方
面
へ
逃
げ
足
羽
河
原
で
消
防
団
員
が
殺
し
た
と
い
う
。
し
か
し
勝
山
市

鹿
谷
町
の
一
読
者
か
ら
の
は
が
き
に
よ
る
と
、
福
井
城
内
の
松
平
家
屋
敷
に
逃
げ
込
み

大
さ
わ
ぎ
に
な
り
、
松
平
家
の
農
業
練
習
生
（
当
時
松
平
家
の
農
業
関
係
の
試
験
場
が

城
内
に
あ
っ
た
）
が
包
囲
し
て
射
殺
し
た
も
の
と
い
う
。
こ
れ
は
三
田
村
氏
、
オ
オ
カ

ミ
の
写
真
を
と
っ
た
野
路
定
吉
氏
（
八
四
）
＝
武
生
市
村
国
町
＝
ら
の
記
憶
と
同
じ
。

福
井
市
郷
土
博
物
館
の
谷
口
初
意
氏
も
足
羽
河
原
で
は
な
く
福
井
城
内
に
間
違
い
な
い

と
い
い
、
青
木
氏
の
記
憶
と
は
食
い
違
う
が
、
青
木
氏
の
記
憶
は
相
当
に
具
体
的
で
あ

る
こ
と
か
ら
考
え
て
真
実
が
ど
れ
か
は
不
明
。

オ
オ
カ
ミ
の
出
所
は
わ
か
ら
ず　

ま
た
オ
オ
カ
ミ
の
現
わ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
谷
口

氏
は
明
治
四
十
四
年
か
四
十
五
年
に
間
違
い
な
い
と
い
い
三
田
村
氏
は
四
十
四
年
と
記

憶
し
、
芳
谷
氏
は
四
十
五
年
で
は
な
い
か
と
い
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
両
年
に
し

ぼ
ら
れ
る
。
オ
オ
カ
ミ
が
ど
こ
か
ら
き
た
か
に
つ
い
て
は
、
三
田
村
氏
は
当
時
小
山
谷

方
面
で
オ
オ
カ
ミ
が
た
び
た
び
現
わ
れ
農
夫
と
格
闘
し
た
こ
と
も
何
度
も
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
郊
外
の
山
か
ら
き
た
の
で
は
な
い
か
と
い
い
、
青
木
氏
に
よ
る
と
当
時
足
羽
河

原
に
矢
野
と
い
う
動
物
園
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
逃
げ
出
し
た
と
い
う
伝
説
が
あ
っ
た
と

い
う
。
ま
た
勝
山
市
の
読
者
か
ら
の
は
が
き
で
も
オ
リ
か
ら
逃
げ
出
し
た
も
の
で
あ
る

と
い
う
。
も
し
そ
う
と
す
れ
ば
オ
オ
カ
ミ
が
人
間
に
飼
わ
れ
て
い
た
と
い
う
動
物
学
的

に
さ
ら
に
興
味
あ
る
事
実
と
な
る
が
、断
定
は
で
き
な
い
。
勝
山
市
の
読
者
の
記
憶
で
は
、

な
に
か
の
展
覧
会
で
、
オ
オ
カ
ミ
の
は
く
製
を
よ
く
見
た
が
、
キ
ツ
ネ
色
で
毛
は
硬
く
、
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犬
と
は
違
っ
て
す
ご
い
感
じ
だ
っ
た
と
い
う
。

資
料
三 『
福
井
新
聞
（
夕
刊
）』
昭
和
三
七
年
一
月
二
三
日
（
抄
）

〝
私
は
知
っ
て
い
る
〟
の
一
人
、
福
井
市
松
本
下
町
門
長
松
さ
ん
（
六
九
）
は
「
あ
の

オ
オ
カ
ミ
は
富
山
県
の
立
山
で
つ
か
ま
え
た
の
を
、
矢
野
動
物
園
が
買
っ
た
。
そ
れ

が
逃
げ
出
し
た
も
の
だ
」
と
言
い
、
そ
の
射
殺
ま
で
の
経
過
を
次
の
よ
う
に
話
し
て

い
る
。

明
治
四
十
五
年
の
夏
ご
ろ
福
井
市
内
で
矢
野
動
物
園
が
興
行
し
て
お
り
、
興
行
を
終
わ
っ

て
関
西
へ
行
く
途
中
、
今
庄
駅
で
オ
リ
を
破
っ
て
脱
走
し
た
。
そ
の
後
二
、三
日
し
て
鯖

江
市
に
現
わ
れ
、
長
泉
寺
町
の
農
家
の
幼
児
を
く
わ
え
て
逃
げ
た
。
付
近
民
に
追
わ
れ

て
幼
児
を
捨
て
逃
げ
た
。
さ
ら
に
二
、三
日
後
福
井
市
内
の
小
山
谷
付
近
に
現
わ
れ
た
。

こ
れ
を
某
弁
護
士
が
発
見
、
消
防
団
員
が
総
出
で
追
い
、
オ
オ
カ
ミ
は
市
内
中
心
部
に

逃
げ
た
。
オ
オ
カ
ミ
は
お
堀
に
飛
び
込
み
水
草
に
か
ら
ま
り
逃
げ
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
を

射
殺
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
は
く
製
に
さ
れ
小
学
校
へ
寄
贈
さ
れ
た
。

ま
た
鯖
江
市
有
定
町
の
福
田
甚
二
さ
ん
（
六
七
）
＝
鯖
江
市
遺
族
会
長
＝
の
話
で
は
、

鯖
江
で
の
オ
オ
カ
ミ
の
行
動
が
さ
ら
に
は
っ
き
り
し
て
く
る
。

明
治
四
十
四
年
ご
ろ
福
田
さ
ん
は
畑
で
大
麻
を
刈
り
取
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
六
月
ご
ろ

と
推
定
さ
れ
る
。
福
田
さ
ん
が
一
匹
の
動
物
を
み
つ
け
た
。
最
初
は
尾
が
太
く
赤
味
の

ネ
ズ
ミ
色
な
の
で
キ
ツ
ネ
だ
と
思
い
、
近
く
の
日
野
川
で
ア
ユ
釣
り
を
し
て
い
た
大
村

と
い
う
お
じ
い
さ
ん
に
知
ら
せ
た
。
こ
こ
で
オ
オ
カ
ミ
だ
と
わ
か
り
農
夫
ら
が
ク
ワ
で

追
い
か
け
た
。
オ
オ
カ
ミ
は
一
・
三
㍍
の
垣
根
を
飛
び
越
え
六
、七
歳
の
子
供
の
足
に
か

み
つ
い
た
。
そ
の
後
同
市
小
黒
町
に
現
わ
れ
大
久
保
六
松
さ
ん
と
い
う
人
の
子
供
を
く

わ
え
て
山
へ
逃
げ
た
。
途
中
で
子
供
を
捨
て
た
が
、
大
さ
わ
ぎ
と
な
り
部
落
総
出
で
オ

オ
カ
ミ
を
捜
し
た
。

福
井
に
現
わ
れ
て
か
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
福
井
市
浪
花
中
町
木
村
長
三
郎
さ
ん

（
六
四
）
の
話
が
く
わ
し
い
。
小
山
谷
方
面
に
現
わ
れ
て
も
子
供
に
か
み
つ
い
た
と
い

う
。
農
夫
が
ク
ワ
で
オ
オ
カ
ミ
を
な
ぐ
り
つ
け
、
お
シ
リ
に
傷
を
負
わ
せ
た
。
逃
げ

場
を
失
い
市
中
に
は
い
り
、
人
々
は
戸
を
下
ろ
し
て
警
戒
し
て
い
る
う
ち
に
、
元
の

福
井
警
察
署
（
現
錦
上
町
）
付
近
か
ら
東
へ
走
り
、現
在
の
順
化
小
校
庭
（
当
時
お
堀
）

付
近
か
ら
松
平
試
農
場
に
は
い
り
、
そ
こ
の
練
習
生
が
射
殺
し
た
と
い
う
。
た
だ
オ

オ
カ
ミ
が
ど
こ
か
ら
き
た
か
に
つ
い
て
、
木
村
氏
は
「
矢
野
動
物
園
か
ら
逃
げ
出
し

た
オ
オ
カ
ミ
と
福
井
に
現
わ
れ
た
オ
オ
カ
ミ
と
は
違
う
オ
オ
カ
ミ
で
、
逃
げ
出
し
た

オ
オ
カ
ミ
は
別
の
場
所
で
殺
さ
れ
て
い
る
」
と
話
し
て
い
る
。

資
料
四 『
福
井
新
聞
（
夕
刊
）』
昭
和
三
七
年
一
月
二
三
日
（
抄
）

同
学
会
（
日
本
哺
乳
動
物
学
会
―
引
用
者
注
）
の
第
六
十
一
回
例
会
は
東
京
上
野
の
国

立
科
学
博
物
館
で
オ
オ
カ
ミ
の
権
威
斎
藤
弘
吉
氏
（
日
本
動
物
愛
護
協
会
理
事
長
）
を

は
じ
め
二
十
人
の
会
員
が
出
席
し
て
開
か
れ
、
同
博
物
館
動
物
学
科
の
今
泉
吉
典
理
博

が「
明
治
末
年
福
井
で
捕
獲
さ
れ
た
オ
オ
カ
ミ
ら
し
き
写
真
」と
題
し
て
報
告
を
行
な
い
、

検
討
を
求
め
た
。
会
員
は
問
題
の
オ
オ
カ
ミ
の
写
真
や
福
井
新
聞
記
事
、
福
井
か
ら
今

泉
博
士
に
寄
せ
ら
れ
た
資
料
を
回
覧
し
た
あ
と
討
論
に
は
い
っ
た
。

写
真
の
動
物
が
オ
オ
カ
ミ
か
ど
う
か
の
点
に
つ
い
て
は
、
写
真
の
撮
影
さ
れ
た
時
期

が
五
―
六
月
の
脱
毛
期
に
当
た
り
、
抜
け
毛
の
状
態
を
み
る
と
オ
オ
カ
ミ
特
有
の
抜

け
方
を
し
て
お
り
、
首
す
じ
の
よ
う
す
か
ら
み
て
オ
オ
カ
ミ
で
あ
る
こ
と
に
は
全
員

意
見
が
一
致
し
た
。
し
か
し
こ
れ
が
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
オ
オ

カ
ミ
の
形
態
、
年
代
、
捕
獲
さ
れ
た
と
き
の
状
況
の
三
点
か
ら
追
究
さ
れ
た
。

ま
ず
形
態
だ
が
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
は
メ
キ
シ
コ
の
草
原
オ
オ
カ
ミ
と
と
も
に
オ
オ
カ
ミ

の
中
で
は
最
も
小
さ
い
も
の
に
属
す
る
。
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
の
特
徴
は
さ
ら
に
足
が
短
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長
野　

一
九
一
〇
年
の
「
純
日
本
種
狼
」

く
「
フ
ン
」（
吻
＝
目
か
ら
前
方
の
突
出
し
た
部
分
）
が
短
い
。
こ
れ
に
た
い
し
て
朝
鮮

オ
オ
カ
ミ
は
大
型
で
体
長
、
体
高
と
も
に
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
よ
り
も
大
き
く
、
足
、
フ

ン
と
も
に
長
い
。
写
真
か
ら
判
断
す
る
と
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
よ
り
、
朝
鮮
オ
オ
カ
ミ
の

特
徴
に
近
い
。

捕
獲
さ
れ
た
と
き
の
状
況
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
巡
回
動
物
園
か
ら
逃
げ
出
し
た

と
い
う
説
が
最
も
有
力
で
あ
る
。
明
治
三
十
年
以
降
巡
回
動
物
園
が
各
地
で
興
行
し

て
お
り
「
同
四
十
三
年
に
富
山
県
東
砺
波
郡
で
巡
回
動
物
園
が
興
行
中
、
オ
リ
の
中

か
ら
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
が
逃
げ
出
し
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
…
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い

る
」（
早
稲
田
大
高
島
春
雄
博
士
）
日
露
戦
争
後
、
朝
鮮
オ
オ
カ
ミ
を
輸
入
し
て
、
ヤ

マ
イ
ヌ
だ
と
か
ニ
ホ
ン
の
オ
オ
カ
ミ
だ
と
称
し
て
巡
回
動
物
園
が
見
せ
物
に
用
い
た

実
例
が
多
く
、
昭
和
の
初
期
ま
で
も
こ
の
例
が
残
っ
て
い
た
。
オ
オ
カ
ミ
は
元
来
夜

行
性
の
動
物
で
、
家
畜
を
お
そ
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
人
間
を
襲
う
こ
と
は
や
ら
な
い

し
、
そ
の
実
例
は
な
い
。（
斎
藤
氏
）
福
井
市
小
山
谷
で
農
夫
が
襲
わ
れ
市
街
地
へ
逃

げ
て
行
っ
た
と
い
う
説
は
、
野
性
の
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
の
習
性
か
ら
み
て
疑
わ
し
い
。

さ
ら
に
当
時
の
福
井
市
は
や
は
り
都
会
で
あ
っ
た
は
ず
で
野
性
の
オ
オ
カ
ミ
の
習
性

か
ら
考
え
て
、
郊
外
の
山
か
ら
ま
よ
い
出
し
、
中
心
部
の
堀
の
中
に
飛
び
込
ん
で
射

殺
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
諸
点
か
ら
こ

の
オ
オ
カ
ミ
は
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
で
は
な
い
と
断
定
さ
れ
た
。

資
料
五 「
松
平
試
農
場
誌
（
二
）」（
抄
）

　

同
年
（
明
治
四
三
年
―
引
用
者
注
）
八
月
三
日
に
は
野
犬
が
福
井
城
内
に
潜
入
し
た

と
の
情
報
が
伝
わ
り
、
伝
習
生
が
総
出
動
し
て
捜
索
し
た
が
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
と

こ
ろ
が
夕
方
に
な
っ
て
寄
宿
舎
付
近
に
現
わ
れ
た
た
め
、
ち
ょ
う
ど
現
場
付
近
に
い
あ

わ
せ
た
奥
谷
奥
之
助
助
手
が
銃
で
射
止
め
佐
竹
正（

マ
マ
）継
助
手
、
稲
垣
正（
マ
マ
）夫
研
究
生
の
両
名

が
こ
ん
棒
で
う
ち
た
た
き
捕
殺
し
た
。

　

七
月
三
十
日
小
浜
で
興
行
中
の
矢
野
動
物
館
が
汽
車
で
小
松
に
向
か
う
途
中
満
州
産

と
称
す
る
灰
色
の
オ
オ
カ
ミ
一
頭
が
今
庄
―
鯖
江
間
で
逃
亡
し
た
事
件
が
あ
り
、
こ
の

こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
舟
津
村
小
黒
町
、
有
定
、
福
井
市
西
端
小
山
谷
村
等
で
子
ど
も
数

名
が
傷
つ
け
ら
れ
大
騒
ぎ
し
て
い
た
時
期
で
も
あ
り
四
日
朝
福
井
中
学
動
物
学
教
諭
羽

金
準
一
郎
の
鑑
定
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
は
純
粋
の
日
本
オ
オ
カ
ミ
で
あ
る
が
矢
野
動

物
館
の
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
っ
た
。
一
方
同
日
午
後
矢
野
動
物
館
員
の
松
尾
嘉

蔵
が
来
福
し
調
査
の
結
果
同
館
所
有
オ
オ
カ
ミ
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
当

時
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
「
オ
オ
カ
ミ
城
内
を
荒
ら
す
」
と
題
し
大
々
的
に
扱
わ
れ
た
。
写

真
は
康
荘
の
撮
影
し
た
福
井
県
最
後
の
オ
オ
カ
ミ
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
試
農
場
は
奥
谷
奥
野
之
助
に
柳
行
り
一
組
と
円
（
マ
マ
）芸
調
査
書
一
冊
を
佐

竹
正（
マ
マ
）継
、
稲
垣
正（
マ
マ
）夫
の
両
名
に
は
柳
行
り
一
組
ず
つ
を
あ
た
え
て
賞
し
松
平
邸
か
ら
も

三
名
に
対
し
賞
賜
が
あ
っ
た
。

資
料
六 『
芸
備
日
日
新
聞
』
明
治
四
三
年
八
月
七
日

●
矢
野
動
物
園
の
狼
（
児
童
を
殺
傷
す
）　

屡
々
当
地
に
て
興
行
し
皆
人
の
記
臆
に
刻
ま

る
ゝ
矢
野
動
物
園
は
頃
日
若
狭
国
小
浜
の
興
行
を
終
へ
加
賀
国
小
松
に
向
ふ
途
中
去
ぬ

る
三
十
一
日
今
庄
鯖
江
間
に
て
汽
車
に
積
込
み
あ
り
し
灰
色
の
狼
一
頭
（
矢
野
は
之
を

満
州
産
と
称
せ
し
も
日
本
産
狼
な
る
由
）
如
何
に
し
て
か
檻
を
脱
け
て
逃
げ
出
し
鯖
江

附
近
船（
マ
マ
）積
村
字
小
黒
町
に
て
二
歳
の
女
児
一
人
を
噛
殺
し
其
他
四
人
の
児
童
に
噛
付
き

し
よ
り
忽
ち
大
騒
ぎ
と
な
り
非
番
巡
査
を
召
集
し
猟
師
を
繰
出
し
捜
索
し
た
る
が
遂
に

偶
然
松
平
侯
爵
家
試
農
場
助
手
等
に
発
見
せ
ら
れ
撲
殺
せ
ら
れ
し
は
同
日
午
後
七
時
な

り
き
と
ぞ
若
し
ラ
イ
オ
ン
、
虎
な
ど
の
檻
を
破
り
て
出
し
な
ら
ん
に
は
其
惨
禍
更
に
大

い
な
り
し
な
る
べ
し
是
に
鑑
み
て
今
後
は
一
入
警
戒
す
べ
き
な
り
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
七
巻
一
号

資
料
七 『
北
國
新
聞
』
明
治
四
三
年
八
月
六
日

▲
福
井
矢
野
動
物
館
の
狼
脱
檻
し
小
児
を
噛
殺
す
興
行
主
の
無
責
任
は
噛
殺
し
て
も
尚

足
ら
じ

資
料
八 『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
四
三
年
八
月
六
日

　

●
狼
福
井
市
を
騒
が
す

　
　

▽
汽
車
中
の
狼
脱
檻
し

　
　

▽
数
名
の
幼
女
を
咬
む

過
日
来
若
狭
小
浜
に
て
興
行
中
な
り
し
矢
野
動
物
館
は
更
に
加
賀
金
沢
に
向
ふ
べ
く
去

る
三
十
日
夜
檻
に
入
れ
し
種
々
の
動
物
を
敦
賀
よ
り
汽
車
に
て
輸
送
中
今
庄
鯖
江
間
に

て
満
州
産
と
称
す
る
灰
色
の
狼
一
頭
如
何
に
し
て
か
檻
を
脱
し
て
逃
げ
去
り
た
る
を
福

井
駅
に
て
発
見
し
大
騒
ぎ
と
な
り
直
に
届
出
で
た
る
が
三
十
一
日
鯖
江
附
近
の
船
津
村

字
小
黒
町
に
狼
に
似
た
る
一
頭
の
怪
獣
現
れ
出
で
山
本
六
松
の
長
女
き
さ
を
（
二
才
）

に
咬
付
き
て
遂
に
惨
殺
し
た
る
上
同
村
字
有
定
に
て
福
井
次
郎
右
衛
門
の
二
女
わ
さ
（
五

才
）の
右
股
に
咬
み
付
き
次
で
神
明
村
字
水
落
に
現
れ
山
本
亀
次
郎
の
妹
き
く
え（
五
才
）

の
右
股
二
ヶ
所
に
咬
み
付
き
長
泉
寺
山
に
逃
込
み
た
る
を
鯖
江
警
察
署
に
て
聞
込
み
多

分
狂
犬
な
ら
ん
と
非
番
巡
査
を
集
め
猟
師
数
名
を
雇
ひ
四
五
頭
の
犬
を
殺
し
た
る
が
其

中
最
も
大
な
る
灰
色
の
一
頭
は
何
れ
と
も
な
く
逃
去
り
た
り
然
る
に
一
日
福
井
西
端
小

山
谷
村
に
て
二
人
の
小
児
を
追
廻
し
一
名
の
臀
部
を
噛
み
取
た
る
灰
色
の
怪
物
あ
り
と

の
報
あ
り
福
井
署
に
て
は
全
く
動
物
館
の
狼
な
る
べ
し
と
て
各
署
に
通
報
し
て
警
戒
中

件
の
怪
物
は
三
日
朝
突
如
と
し
て
福
井
市
佐
佳
枝
下
町
に
現
れ
夫
よ
り
旧
城
の
濠
を
渡

り
て
松
平
侯
爵
邸
に
入
り
同
邸
の
表
門
よ
り
出
で
ゝ
同
家
家
扶
児
島
氏
の
宅
を
通
り
抜

け
旧
福
井
城
の
本
丸
に
入
り
た
り
松
井

（
マ
マ
）家
に
て
は
試
農
場
の
農
夫
及
び
講
習
生
約
三
十

名
繰
出
し
て
本
丸
及
三
の
丸
等
を
隈
な
く
求
め
た
る
も
見
当
ら
ず
午
後
五
時
一
旦
捜
索

を
中
止
し
農
場
助
手
奥
谷
武
（
マ
マ
）之
助
外
二
名
は
入
浴
の
為
外
出
せ
し
に
其
際
又
々
右
の
怪

物
を
認
め
し
よ
り
三
名
は
手
に
手
に
棍
棒
を
持
ち
前
後
よ
り
挟
み
撃
ち
辛
う
じ
て
撲
殺

し
た
る
は
午
後
七
時
頃
な
り
き
斯
く
て
四
日
朝
に
至
り
福
井
中
学
動
物
学
教
授
に
鑑
定

せ
し
め
た
る
に
全
く
日
本
産
の
狼
に
し
て
可
な
り
年
を
経
た
る
雌
狼
に
て
而
も
未
だ
分

娩
し
た
る
こ
と
な
く
且
歯
牙
等
の
完
全
な
る
よ
り
見
れ
ば
多
分
人
に
飼
養
せ
ら
れ
し
も

の
な
ら
ん
と
あ
り
全
く
矢
野
動
物
館
の
狼
に
相
違
な
か
ら
ん
（
福
井
電
報
）

資
料
九 「
雑
日
記 

明
治
四
十
三
年
」
松
平
文
庫
（
福
井
県
文
書
館
保
管
）

　
　
　
　

八
月
四
日　
　
　
　

雷
雨
后
晴

農
夫
ハ
被
袋
造

生
徒
ハ
天
牛
卵
駆
除

狼
捕
殺　

昨
三
日
野
犬
城
内
ニ
入
レ
リ
ト
ノ
報
ア
リ
、
総
出
シ
テ
捜
索
セ
シ
モ
発
見
セ

ス
、
然
ル
ニ
夕
景
ニ
至
リ
テ
寄
宿
舎
附
近
ニ
現
ハ
ル
故
ニ
折
節
在
場
ノ
佐
竹
・
奥
谷
両

助
手
及
稲
垣
研
究
生
ノ
三
名
、外
ニ
一
二
名
手
伝
ヒ
テ
包
囲
シ
、奥
谷
ハ
銃
ニ
テ
射
留
メ
、

佐
竹
・
稲
垣
両
名
ニ
テ
打
撲
シ
、
遂
ニ
捕
殺
ス
、
即
チ
巨
大
ナ
ル
豺
ニ
シ
テ
体
量
五
貫

目
ア
リ
、
伝
ヘ
云
フ
、
数
日
前
鯖
江
ニ
テ
小
児
数
名
ヲ
傷
ケ
タ
ル
モ
ノ
ヽ
逃
レ
テ
茲
ニ

至
レ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
云
フ
、
本
日
本
邸
ニ
於
テ
写
真
セ
ラ
レ
タ
リ

右
ニ
付
テ
本
日
奥
谷
助
手
柳
行
李
一
組
及
ヒ
園
芸
調
査
書
一
冊
ヲ
佐
竹
助
手
及
稲
垣
研

究
生
ニ
柳
行
李
一
組
ツ
ヽ
ヲ
賞
与
ス
、
本
邸
カ
ラ
モ
右
三
名
ヘ
御
賞
賜
ア
リ
タ
リ

資
料�

一
〇 

「
家
譜　

康
荘
公　

自
明
治
四
十
三
年
一
月
一
日
至
仝
十
二
月
三
十
一
日
」
越
葵

文
庫
（
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
保
管
）

八
月
四
日　

�

昨
三
日
城
内
又
は
試
農
場
へ
出
没
セ
し
狼
、
試
農
場
伝
習
生
稲
垣
正
男
、

助
手
奥
谷
奥
之
助
、
仝
佐
竹
政
治
の
三
名
に
て
打
殺
、
退
治
に
付
、
骨
折

慰
労
と
し
て
金
壱
円
五
拾
銭
賜
は
る


